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個人情報の取り 扱いについて

①　 東京家政大学大学院では， 出願に際し て， 得ら れた住所・ 氏名その他個人情報は
入試関連業務に限定し て使用し ， お預かり し た情報は適切・ 安全に管理いたし ます。

②　 出願書類を 提出いただいたこ と により ， 上記事項を 理解し ， 同意し ていただいた
も のと し て取り 扱わせていただき ます。
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●　 不測の事態によ り ， 所定の日程どおり に入学試験や合否発表等を 実施する こ と が
困難であると 大学院が判断し た場合には， 大学院ホームページでお知ら せし ます。
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Ⅰ． 2 0 2 6 年度　 東京家政大学　 大学院入試

Ａ ． 人間生活学総合研究科　 各専攻　 共通事項

１ 　 試験日程， 出願関係， 合格発表・ 入学手続　 等

1 期・ 2 期入試日程 入試区分： 一般入試、 社会人特別入試と も

１ 期入試 ２ 期入試

修士 博士 修士 博士

試 験 日
2025年

10月27日（ 月）

2025年

11月2日（ 日）

2026年

2月3日（ 火）

2026年

2月8日（ 日）

入学検定料

支払期日

2025年.. 9月29日（ 月） 9： 00 ～

. 10月. 8日（ 水） 15： 00

2026年.1月. 9日（ 金） 9： 00 ～

. 1月18日（ 日） 15： 00

出願期間
2025年10月3日（ 金） ～ 10月9日（ 木） 2026年.1月13日（ 火） ～ 1月19日（ 月）

出願方法： 郵送必着（ 本学窓口では受け付けません）

合格発表

2025年

10月30日（ 木）

2025年

11月10日（ 月）

2026年

2月6日（ 金）

2026年

2月13日（ 金）

発表方法： 本人宛合否通知書の発送及びW eb にて発表（ W eb のURL は試験当日にお知ら

せし ます）

合否に関する電話やメ ールでのお問い合わせは対応でき ません。

入学手続

期 間

2025年.11月. 3日（ 祝・ 月）

　 　 ～.11月10日（ 月）

2025年.11月14日（ 金）

　 　 ～.11月21日（ 金）

2026年.2月10日（ 火）

　 　 ～.2月17日（ 火）

2026年.2月19日（ 木）

　 　 ～.2月26日（ 木）

手続き 期間内に入学手続き をし ない場合は入学を許可し ません。

試験会場

東京家政大学　 板橋校舎

　 　 〒173-8602. 東京都板橋区加賀1－18－1

　 　 . T EL 03-3961-3473　 FA X  03-3961-5260

入学検定料 35 ,000円 （ 別途手数料は自己負担）

出願手続

注意事項

●　 出願期間の前に入学検定料の支払期間があり ます。 早めの支払いをし てく ださ い。

●　 一度納入し た検定料は返還でき ません。

●　 修士課程長期履修制度（ P.8参照） の利用を希望する者は， 出願時に長期履修学生申出

書及び在職証明書を提出し てく ださ い。

●　 出願書類に不備があっ た場合は受理でき ません。

　 　 出願書類を受理後， 出願書類の追加や変更， 返却はでき ません。

●　 出願書類を受理し た者に対し ， 試験会場を 記載し た受験票を郵送し ます。
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２ 　 出願前の研究室訪問について

各専攻志願者は， 出願前に大学院事務に相談の上， 希望研究分野の指導教員の研究室訪問を 行

う こ と が必須と なっ ています。 研究指導を 受ける こ と の了解を 得た上で出願し てく ださ い。

（ １ ）　 申込方法

以下の内容を 記載の上， 学修支援課大学院担当 daigakuin@ tokyo-kasei.ac.jp 宛てにお申込み

く ださ い。

・ 氏名（ ふり がな）

・ 電話番号（ 連絡が取り やすい番号）

・ 学校， 学部， 研究科名， 学年（ 社会人の場合は最終学歴）

・ 志望する専攻

・ 志望入試区分（ 一般・ 社会人）

・ 志望研究指導教員氏名

・ 研究テーマ

（ ２ ）　 申込期日

１ 期入試（ 修士・ 博士）： . 9 月 19 日（ 金）

２ 期入試（ 修士・ 博士）： 12 月 18 日（ 木）
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３ 　 出願書類

●各種証明書等は， 原則と し て 3か月以内に取得し たも のを提出し てく ださ い。

●①②③及び所定の速達・ 簡易書留封筒は， 大学院ホームページよ り 資料請求し てく ださ い。

　 ⑥⑦⑧⑨⑫⑮は大学院ホームページから ダウンロ ード でき ます。

●出願書類は， 速達・ 簡易書留封筒（ 本学所定） に入れ， 期日（ p.1「 1. 試験日程， 出願関係，

合格発表， 入学　 手続等」） までに郵送必着で提出し てく ださ い。

No 提出書類 概　 要 該当者

①
A 票： 入学志願票

（ 本学所定用紙）

全ての項目において， 漏れがなく ， 誤り の無いよ う に記

入し てく ださ い。 ※１

出身大学. 出身大学院欄に最終学歴を 記入し てく ださ い。

学歴・ 職歴欄は， 高等学校卒業から 出身大学等（ 卒業見

込を含む） 及び職歴を記入し てく ださ い。

全員

②
B 票： 受験票

（ 本学所定用紙）

受験票に郵便番号・ 住所・ 氏名を 明記し ， 速達分の切手

を貼付し てく ださ い。

出願書類を受理し た者に， 受験票を郵送し ます。

全員

③
C表： 志願者写真票

（ 本学所定用紙）

写真は上半身正面向， 無帽無背景で縦4cm ×3㎝のも の

を， 写真貼付欄に全面糊付け貼付し てく ださ い。

裏面には氏名を記入し てく ださ い。

全員

④
卒業（ 見込） 証明書 修士課程志願者は， 大学卒業（ 見込） 証明書

全員
修了（ 見込） 証明書 博士課程志願者は， 大学院修士課程修了（ 見込） 証明書

⑤ 成績証明書

複数の大学等を 卒業し ている 者は， すべての学校の証明

書を 提出し てく ださ い。 大学に編入し ている 者は， 編入

学前の大学， 短大等の証明書も 提出し てく ださ い。 ※２

全員

⑥

資格・ 研究発表・ 賞罰等

記載用紙

（ 本学所定用紙）

ワープロ等を用いて記入し て構いません。

記入事項がない項目については， 各項目の1行目に「 記載

事項なし 」 と 記入し てく ださ い。

記入欄が足り ない場合は， 適宜， 行を 増やし て記入し て

く ださ い。

全員

⑦
長期履修学生申出書

（ 本学所定用紙）

出願時のみ申請可能です。

在職証明書を添付し てく ださ い。

修士課程

長期履修希望者

⑧
研究計画書

（ 本学所定用紙）

次の2点を含むこ と 。

　 1） 卒論要旨または今までの研究の内容

　 2） 入学後の研究計画（ 大学院で研究し たいこ と ）

修士課程

全専攻

⑨

勤務・ 社会的活動経験の

履歴

（ 本学所定用紙）

ワープロ等を用いて記入し て構いません。

複数の勤務経験や社会活動経験がある 場合には， それぞ

れについて記入し てく ださ い。

4箇所以上での経験がある場合には， 用紙をコ ピーし て使

用し てく ださ い。

臨床心理学専攻

社会人特別入試

⑩
修士論文又はこ れに代わ

る学術論文

修士の学位授与見込みの者においては提出予定論文要旨

を含みます。

博士課程

人間生活学専攻
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⑪ 希望研究課題
題目を明記の上， 内容を 1,000字程度にまと めて提出し て

く ださ い。（ 書式は任意です）

博士課程

人間生活学専攻

⑫
出願書類チェ ッ ク シート

（ 本学所定用紙）
提出する書類は， □欄すべてに ✓ 印をつけてく ださ い。 全員

外国人志願者の追加提出書類

　（ 出願の前に大学院事務へ必ず問い合わせをし てく ださ い）

　 p 3「 出願書類」 に記載の出願書類及び以下の書類を 提出し てく ださ い。

⑬ 最終出身学校長の推薦書

書式は任意です。

和訳を添付し てく ださ い。

　 ※ご自身で作成さ れた推薦状は受理でき ません。

⑭ 日本語能力証明書

日本語能力試験１ 級の「 成績通知書」 を 提出し てく ださ い。 こ の試験を 受

けていない者は， 独立行政法人日本学生支援機構が実施する日本留学試験

の日本語を受験し ， 成績の原本又はコ ピーを提出し てく ださ い。

⑮
在日保証書

（ 本学所定用紙）
親族が日本にいる場合のみ提出し てく ださ い。

⑯

在留カ ード

（ 元： 外国人登録票）

住民票

在留資格を 所持し ているも のは， 在留資格， 期間が記載さ れた区役所等発

行の在留カ ード （ 両面） を提出し てく ださ い。 ※３

※１ 　 住所， メ ールアド レ ス， 電話番号は志願者本人と 確実に連絡が取れる連絡先を 記入し て

く ださ い。

※２ 　 外国人志願者は最終出身学校の全在学期間の成績証明書を 提出し てく ださ い。 証明書が

日本語又は英語以外の言語で書かれている 場合は， 日本語または英語の訳文を つけてく

ださ い。 その際は， 大使館等や有資格者による 公証が必要です。

※３ 　 １ 期入試の出願時点で在留カ ード を 所持し ていない方は， 合格後入学手続き が完了し ま

し たら ， 自国で申請を し 入学時に提出し てく ださ い。 ２ 期入試は， 出願時点で在留カ ー

ド を 所持し ている 方のみ出願可能です。

＜注　 意　 事　 項＞

●　 上記の書類出願書類以外に， 必要に応じ 他の書類の提出を 求める こ と があり ます。

●　 出願書類に不備が生じ た場合は大学院事務よ り 連絡するこ と があり ます。

　 　 連絡が取れず生じ た不利益について， 本学は一切の責任を 負いません。

●　 出願書類に虚偽の記載があっ た場合， 受験資格， 及び入学資格を 失います。



― 5 ―

＜操作方法， 支払い方法に関する問合せ＞

　 Ｅ楽サポート センタ ー

　 ＴＥＬ： 0 3 -5 9 5 7 -5 3 4 5

　 受付期間： 入学検定料支払期間（ 土・ 日・ 祝日・ 年末年始は除く ）

　 受付時間： ９ 時～ 1 7 時

４ 　 入学検定料支払い方法
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５ 　 納入金（ 2025 年度）（ 財務部経理課へ納付）

（ 1） 入学時納入金

　 ①（ 標準修業年限在学生　 修士2年　 博士課程3年） 入学時納入金

納入金項目 金　 額 備　 考

入 　 学 　 金 150 ,000円 本学卒業生は入学金免除

授業料（ 前期分） 330 ,000円 年額660 ,000円

教 育 充 実 費

（ 前.期.分）
100 ,000円 年額200 ,000円

後　 援　 会　 費  25 ,000円
入会金15 ,000円， 年会費10 ,000円

（ 本学卒業生は年会費のみ）

合　 計 605 ,000円 本学卒業生の入学時納入金は440 ,000円

　 ②（ 長期履修学生　 修士3年コ ース） 入学時納入金

納入金項目 金　 額 備　 考

入 　 学 　 金 150 ,000円 本学卒業生は入学金免除

授業料（ 前期分） 220 ,000円 年額440 ,000円

教 育 充 実 費

（ 前.期.分）
 70 ,000円 年額140 ,000円（ 3年目は， 年額120 ,000円）

後　 援　 会　 費  25 ,000円
入会金15 ,000円， 年会費10 ,000円

（ 本学卒業生は年会費のみ）

合　 計 465 ,000円 本学卒業生の入学時納入金は300 ,000円

　 ③（ 長期履修学生　 修士4年コ ース） 入学時納入金

納入金項目 金　 額 備　 考

入 　 学 　 金 150 ,000円 本学卒業生は入学金免除

授業料（ 前期分） 165 ,000円 年額330 ,000円

教 育 充 実 費

（ 前.期.分）
 50 ,000円 年額100 ,000円

後　 援　 会　 費  25 ,000円
入会金15 ,000円， 年会費10 ,000円

（ 本学卒業生は年会費のみ）

合　 計 390 ,000円 本学卒業生の入学時納入金は225 ,000円

（ 2） 入学後の学費（ 後期分）

納入金項目 金　 額

授 　 業 　 料 標準年限： 330 ,000円 長期3年： 220 ,000円 長期4年： 165 ,000円

教 育 充 実 費 標準年限： 100 ,000円 長期3年：  70 ,000円 長期4年：  50 ,000円

実験実習費等経費

（ 後期に納付）

（ 標準， 長期共通）

児童学児童教育学専攻50 ,000円， 健康栄養学専攻65 ,000円，

造形学専攻60 ,000円

英語・ 英語教育研究専攻35,000円，

臨床心理学専攻／教育福祉学専攻.60 ,000円，

人間生活学専攻50 ,000円
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６ 　 奨学金

日本学生支援機構奨学金

2025年度貸与月額： 下記種別， 金額から 選択， 申請し ， 選考のう え貸与さ れます。

第一種（ 無利子） 修士課程50 ,000円・ 88 ,000円， 博士課程80,000円・ 122 ,000円

第二種（ 有利子） 修士， 博士全課程50 ,000円・ 80 ,000円・ 100 ,000円・ 130 ,000円・ 150 ,000円

渡辺学園給付奨学金

渡辺学園三木奨学金， 後援会奨学金， 石川梅子（ むめ） 奨学金等

７ 　 入学辞退に伴う 学費の返還について

2026年度入試合格者で入学時納入金を 完納し た者が入学を 辞退する 場合には， 入学辞退・ 学

費返還の手続を行う こ と によ り 納入学費等の一部を 返還し ます。

（ 1） 返還する学費等は， 2026年度授業料（ 納入分）， 教育充実費（ 納入分）， 後援会費と し ます。

（ 2） 入学辞退・ 学費返還の手続は以下のと おり と し ます。

　 下記の①～⑦を記載・ 捺印し た入学辞退・ 学費返還願（ 様式は任意） を作成し ，「 入学金等受

領書（ 本人控）」 を同封の上， 封筒表面に「 学費返還手続き 」 と 朱書し ， 書留で東京家政大学大

学院事務に郵送し てく ださ い。 なお， 振込口座名義は本人又は保証人と し ます。

　 　 ①氏名（ 捺印）　 　 ②生年月日　 　 ③合格専攻　 　 ④受験番号　 　 ⑤入学辞退理由

　 　 ⑥返還金振込希望金融機関名・ 支店名及び預金種目・ 口座番号と 名義（ フ リ ガナ）

　 　 ⑦保証人氏名（ 捺印）・ 住所・ 連絡先電話番号

（ 3） 返還願提出期限は， 2026年3月30日［ 当日消印有効］ までと し ます。

（ 4） 返還金は， 2026年4月中旬頃「 学校法人渡辺学園」 名で指定金融機関に振込みます。
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８ 　 東京家政大学大学院　 長期履修学生制度

　（ 資格）

○.長期履修学生を 志願でき る者は， 本学大学院修士課程に入学予定の者で， 次の各号の一に該当

し ， 2年の標準修業年限での修業が困難な者で， 3 年又は4 年の修業年限を 希望する 者と する 。

　（ 1） 職業を 有し 就業し ている者

　 　 　（ 自営業及び臨時雇用（ 単発的なも のを 除く ） を 含む｡）

　（ 2） 家事， 育児， 介護等の事情を 有する 者

　（ 3） 教育免許状取得希望者

　（ 4） その他研究科委員会で相当と 認めら れた者

　（ 授業料等）

○.長期履修学生の授業料等は， 通常の大学院修士課程の授業料等の年額を 3年又は 4年で納入す

る 。（ 詳細は別表参照｡）

　（ 出願時期， 志願手続）

○長期履修学生を 志願する者は， 大学院出願時に他の出願書類と と も に下記の書類を提出する。

　 出願期間以降， 長期履修学生の志願はでき ない。

　（ 1） 長期履修学生申出書（ 大学院ホームページより ダウンロード ）

　（ 2） 職業を 有し ている 者は在職証明書又は在職が確認でき る書類

　（ 3） その他研究科委員会で必要と さ れた書類

　（ 履修期間の変更）

○長期履修学生の履修期間の変更は原則と し て認めない。

ただし ， 特別な事情がある 場合， 在学中1回に限り ， 1年次の1月末までに変更を 申請し ， 研

究科委員会で承認さ れた場合， 履修期間の変更ができ る。

　（ 履修期間変更後の授業料等）

○履修期間変更後の授業料等の年額は， 別表を参照。
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別表　 東京家政大学大学院.長期履修学生授業料等年額

単位： 円

学生区分 在学年数 学年
授業料

（ 年額）

教育充実費

（ 年額）

長期学生

（ 3年コ ース）
3

1

2

3

440 ,000

440 ,000

440 ,000

140 ,000

140 ,000

120 ,000

長期学生

（ 4年コ ース）
4

1

2

3

4

330 ,000

330 ,000

330 ,000

330 ,000

100 ,000

100 ,000

100 ,000

100 ,000

変更長期学生

（ 3→4）
4

1

2

3

4

400 ,000

300 ,000

300 ,000

280 ,000

140 ,000

. 90 ,000

. 90 ,000

. 80 ,000

変更長期学生

（ 3→2）
2

1

2

440 ,000

880 ,000

140 ,000

260 ,000

変更長期学生

（ 4→3）
3

1

2

3

330 ,000

500 ,000

490 ,000

100 ,000

150 ,000

150 ,000

変更長期学生

（ 4→2）
2

1

2

330 ,000

990 ,000

100 ,000

300 ,000
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Ｂ ． 募集人員・ 出願資格・ 試験科目・ 内容及び試験時間

１ 　 人間生活学総合研究科修士課程　 一般入試

（ 1） 募集人員（ 男女共学）

専　 　 攻 募 集 人 員

児 童 学 児 童 教 育 学 5名

健 康 栄 養 学 5名

造 形 学 4名

英 語 ・ 英 語 教 育 研 究 4名

臨 床 心 理 学 8名

教 育 福 祉 学 4名

（ 2） 出願資格　 各専攻共通

　 下記の（ 1） ～（ 4） いずれかに該当する者

（ 1） 大学を卒業し た者及び 2026年3月大学卒業見込の者

（ 2） 外国において， 学校教育における 16年の課程を 修了し た者

（ 3） 文部科学大臣の指定し た者

（ 4） その他本学大学院研究科委員会において， 大学を 卒業し た者と 同等以上の学力があると

認めら れた者

（ 3） 試験科目・ 内容及び試験時間

時　 　 間 9： 10 ～ 10： 50 11： 10 ～
12： 10 13： 00 ～

試験科目
専攻 専　 門　 科　 目 外国語 面　 接

児童学児童教育学
・ 保育学　 ・ 保育実践学　 ・ 育児支援学

・ 子ども 臨床学　 ・ 教育実践学　 ・ 学校教育学

　 から 2科目選択（ 1科目は指定科目）　 ※1

英　 語

※2

13： 00 ～

健 康 栄 養 学
・ 食品学　 ・ 調理科学　 ・ 栄養学

・ 生命科学分野　 ・ 実践研究分野

　 から 2科目選択（ 1科目は指定科目）　 ※1

造 形 学

・ 被服科学　 ・ 被服造形学　 　 ・ 服飾文化史

・ 服飾デザイ ン・ 色彩　 　 　 　 ・ 美術史

・ デザイ ン 史　 　 ・ 工芸論　 　 ・ 造形表現論

　 から 2科目選択（ 1科目は指定科目）　 ※1

英語・ 英語教育研究
・ 英文学　 ・ 米文学　 ・ 英語学　 ・ 英語教育学

　 から 1科目選択　 ※1

臨 床 心 理 学 臨床心理学領域から 出題 ※3

教 育 福 祉 学
・ 心理学　 ・ 社会福祉学　 ・ 教育学から 1科目選択

　 ※1
13： 00 ～

※1． .児童学児童教育学専攻， 健康栄養学専攻， 造形学専攻の専門科目は， 研究指導予定の教員が指定する研究指導を 受

ける 予定分野の1科目 2問と ， あら かじ め選択する 分野の 1科目2問を 解答する 。 英語・ 英語教育研究専攻， 教育福
祉学専攻の選択科目は， 研究指導予定の教員と 相談のう え， 決定する 。

※2． .児童学児童教育学専攻の外国語は2問中2問を， 健康栄養学専攻， 造形学専攻の外国語は3問中2問を 解答する。

. 英語・ 英語教育研究専攻を除く 各専攻では， 英語の辞書は貸与し ます。
※3． .臨床心理学専攻の面接試験は， 専門科目・ 外国語 専攻の筆記試験に合格し た者に対し て， 14： 00から 実施し ます。臨床心理学専攻の面接試験は、専門科目・外国語 専攻の筆記試験及び書類審査に合格した者に対して、14:00から実施臨床心理学専攻の面接試験は、専門科目・外国語 専攻の筆記試験及び書類審査に合格した者に対して、14:00から実施

します。
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２ 　 人間生活学総合研究科修士課程　 社会人特別入試

（ 1） 募集人員（ 男女共学）

専　 　 攻 募 集 人 員

児 童 学 児 童 教 育 学

若干名

健 康 栄 養 学

造 形 学

英 語 ・ 英 語 教 育 研 究

臨 床 心 理 学

教 育 福 祉 学

（ 2） 出願資格

　 下記の（ 1） ～（ 3） いずれかに該当する者。

（ 1） 大学を 卒業後， 2年以上勤務・ 社会的経験のある者

（ 2） 大学を 卒業し た者及び 2026年3月に大学卒業見込の者で， 入学時に 27歳以上の者

（ 3） その他本学大学院研究科委員会において， 大学を 卒業し た者と 同等以上の学力があると

認めら れた者で 2年以上勤務・ 社会的経験のある 者又は入学時に 27歳以上の者

（ 3） 試験科目・ 内容及び試験時間

時間　
　 専攻 9： 10 ～ 10： 50

11： 10 ～
12： 10 13： 00 ～

児童学児童教育学， 健康栄養学， 造形学

小論文

13： 00 ～

英語・ 英語教育研究， 教育福祉学

臨床心理学
専門科目・ 英語　 ※1

（ 臨床心理学領域から 出題する）
14： 00 ～

※1． .英語の辞書は貸与し ます。

13：00～
面接

※1．臨床心理学専攻では、提出された書類も審査します。

※2．英語の辞書は貸与します。

※2
※1
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３ 　 人間生活学総合研究科博士課程　 一般入試

（ 1） 募集人員（ 男女共学）

専　 　 攻 募 集 人 員

人 間 生 活 学 3名

（ 2） 出願資格

　 下記の（ 1） ～（ 3） いずれかに該当する者

（ 1） 修士の学位を 有する者及び 2026年3月大学院修士課程修了見込の者

（ 2） 外国において修士に相当する 学位を 授与さ れた者

（ 3） その他本学大学院研究科委員会において， 修士の学位を 有する 者と 同等以上の学力があ

る と 認めら れた者

（ 3） 試験科目・ 内容及び試験時間

時間　
　 専攻 9： 10 ～ 10： 10 10： 20 ～ 12： 10

人 間 生 活 学 英語　 ※1 面接　 ※2

※1． .研究希望分野から の専門問題l 題及び共通問題2題のう ち 1題の合計2題を 選択する 。

. 英語の辞書は貸与し ます。

※2． .修士論文又はこ れにかわる 学術論文（ 論文要旨）， 希望研究課題にも と づく プレゼンテーショ ン
. その後質疑（ 15分程度）。 プレ ゼン テ ーショ ン 用のデジタ ルデータ 資料はUSB メ モリ に入れて， 試験３ 日前

までに， 大学院事務に提出し てく ださ い。
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４ 　 人間生活学総合研究科博士課程　 社会人特別入試

（ 1） 募集人員（ 男女共学）

専　 　 攻 募 集 人 員

人 間 生 活 学 若干名

（ 2） 出願資格

　 下記の（ 1） ～（ 3） いずれかに該当する者

（ 1） 修士の学位を 有し ， 2年以上勤務経験のある 者

（ 2） 修士の学位を 有する者で， 入学時に 29歳以上の者

（ 3） その他本学大学院研究科委員会において， 修士の学位を有する者と 同等以上の学力があ

ると 認めら れた者で２ 年以上勤務経験のある 者又は入学時に 29歳以上の者

（ 3） 試験科目・ 内容及び試験時間

時間　
　 専攻 9： 10 ～ 10： 10 10： 20 ～ 12： 10

人 間 生 活 学 小論文 面接　 ※

※. 希望研究課題にも と づく プレ ゼン テーショ ン その後質疑（ 30分程度）。 プレ ゼン テーショ ン 用のデジタ ルデー

タ 資料はUSB メ モリ に入れて， 試験３ 日前までに， 大学院事務に提出し てく ださ い。
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５ 　 受験にあたっ ての主な注意事項

（ １ ） 試験当日の注意事項

①　 受験票は試験当日必ず持参し てく ださ い。

②　 受験者は， 試験開始15分前までに受験票に指示さ れた試験室・ 受験番号貼付の席に着席

し てく ださ い。

　 　 時間には十分余裕を も っ て試験室に入っ てく ださ い。 試験場へは午前8時30分より 入場で

き ます。

③　 試験開始時間に遅刻し た場合は， 試験開始後 20分以内の遅刻に限り 受験を 認めます。 遅

刻の理由を 係員に申し 出て， 指示に従っ てく ださ い。

　 　 なお， 交通機関の事故や天災等不可抗力によ る遅刻の場合等， 指示する内容が異なり ます

ので必ず「 遅刻の理由」 を 申し 出てく ださ い。

④　 当日は， 受験票， 筆記用具（ HB の黒鉛筆， 黒芯のシャ ープペン シル， プラ スチッ ク 製の

消し ゴム）， 時計（ 時刻表示機能だけのも の） を 持参し てく ださ い。

⑤　 指定の試験科目全てを 受験し ないと 欠席扱いになり ます。

⑥　 試験終了までは試験室から 退出でき ません。

（ ２ ） 試験時間中の注意事項

①　 所持品について

ア　 受験票のほかに試験時間中， 机の上に置けるも のは， 黒鉛筆（ HB に限る ） 又はシャ ー

プペンシル（ 黒芯のみ），プラ スチッ ク 製の消し ゴム，鉛筆削り （ 電動式・ 大型のも の・

ナイ フ 類を 除く ）， 時計（ 辞書や電卓機能がある も の， それら の機能の有無が判別し づ

ら いも の，秒針音のするも の，大型のも のを 除く ），眼鏡，ハンカ チ，ティ ッ シュ ペーパー

（ 袋または箱から 中身だけを 取り 出し たも の）， 目薬です。 こ れ以外の所持品を 置いては

いけません。

イ 　 携帯電話等の電子機器は試験室に入る前に必ずアラ ームの設定を 解除し 電源を 切っ てお

いてく ださ い。

②　 解答上の注意事項

ア　 解答には必ず HB の黒鉛筆又は黒芯のシャ ープペン シル， プラ スチッ ク 製の消し ゴムを

使用し てく ださ い。

イ 　「 電子辞書」 や「 IC レ コ ーダー」 等の電子機器，「 定規」「 コ ンパス」「 電卓」「 そろ ばん」「 グ

ラ フ 用紙」 等の補助具は使用でき ません。 また， 和歌・ 格言が印刷さ れている 鉛筆等は

使用でき ません。

③　 その他の注意事項

ア　 試験時間中に監督者が写真票と 受験者の確認を 行います。 不正行為防止のため，「 マス

ク 」 や「 帽子」 を 一時的に外すよ う 監督者が指示するこ と があり ます。

イ 　 上履き は必要あり ません。 必要な場合は受験票で指示し ます。
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（ ３ ） 不正行為

次のこ と を すると 不正行為と なり ます。 不正行為を 行っ た場合， その場で受験の中止と 退出を

命じ ら れ， それ以降の受験はでき なく なり ， 成績は無効になり ます。

①　 カ ンニング（ カ ン ニングペーパー・ 参考書・ 他の受験者の答案等を 見る こ と ， 他人の人か

ら 答えを 教わるこ と 等） をするこ と

②　 他の受験者に答えを教えたり カ ンニン グの手助けを するこ と 。

③　 試験時間中に， 携帯電話・ スマート フ ォ ン や電子辞書， IC レ コ ーダー等の電子機器類を

使用するこ と 。

④　 試験時間中に， 定規， コ ンパス， 電卓等の補助具を 使用するこ と 。

（ ４ ） 付添について

受験生以外の入場を 最小限にする ため保護者の入構はでき ません。 保護者控室も あり ません

のでご注意く ださ い。



Ⅱ． 東京家政大学大学院

　 　 人間生活学総合研究科の概要
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Ａ ． 概　 要

1　 大学院の目的

東京家政大学大学院は， 建学の精神に則り ， 学部の教育課程を 基礎と し ， 高度にし て専門的な

学術の理論及び応用を 研究教授し ， その深奥を き わめ， 広い視野に立っ て高度の専門性が求めら

れる 職業を担う ための深い学識及び卓越し た能力を 培い， 広く 社会と 文化の発展に寄与するこ と

を目的と する 。

2　 研究科設置の趣旨

東京家政大学は， 明治14年に東京女子師範学校（ 現お茶の水女子大学） の教師であっ た渡邉辰

五郎が，「 時代の要請に応え， 民衆の必要を 基盤と し ， 女性の自主自律を 願い， 新し い時代に即

応し た学問技芸に秀でた師表と なる 有能な女性を 育成する」 こ と を 教育理念と し て， 本郷湯島の

地に創設し た和洋裁縫伝習所を その起源に持つ。 和洋裁縫伝習所に起源を 持つ学校法人渡辺学園

は現在， 大学院， 大学， 短期大学部， 附属女子中学校， 女子高等学校， 幼稚園， ナースリ ールー

ム併せて 7,000人を 超える 学生・ 生徒・ 園児を 擁する 学園と なっ ている。 本学園は令和6年度に

は創立143周年を迎え， 戦後1949年に大学が設置認可さ れてから も 70余年が過ぎている。

家政学研究科は， 平成元年に修士課程から スタ ート し ， 平成5年に博士課程を 設置し ， 文字通

り 家政系大学の最高学府に相応し い内容を 整えた。 その間多く の修了生を 輩出し ている。

家政学研究科は家政学部児童学科， 栄養学科， 服飾美術学科を 基礎と し て， 食物栄養学専攻，

被服造形学専攻， 児童学専攻を 柱と し て修士課程を 築き ， 博士課程は家政学を核と し ながら さ ら

にフ ィ ールド を 広げ， 人間生活全般にかかわる探求へと 発展さ せた人間生活学専攻と し て， それ

ぞれを 開設し てき た。

家政学研究科が開設さ れ30余年を 過ぎており ， 基礎と なる 家政学部は， 服飾美術学科美術専

攻が， 生活美術全般を 中心と し た造形表現学科に発展し ， 児童学科児童教育専攻は， 学校教育に

おいてよ り 質の高い教育力・ 実践力・ 教科教育の力を 伸ばす教員養成を目的と し て児童教育学科

を設置する方向へ発展し た。 また， 栄養学科理科コ ースも 環境情報学科から 環境教育学科へと 改

組転換を 図っ た。 栄養学科も ， 平成14年に栄養士法が改正さ れ， 管理栄養士国家試験が施行さ

れたこ と に伴いカ リ キュ ラ ムを 一新し ， 栄養士・ 管理栄養士の専門資質の向上に対し て全国レ ベ

ルでの改革が行われた。 何れも ， 従来の家政学を さ ら に深化さ せ， 生命と 生存に根差し た， 人の

一生と 生活全般にかかわる学際的探求課題へと 裾野を 広げてき ている 。

一方， 文学部においても ， 人文学部へと 名称変更を 行い， 心理教育学科は時代の要請に応えて

心理臨床， 生涯学習及び社会福祉の三分野の充実を 図っ てき たが， それぞれの学問領域の専門

化， 高度化に対応する ため， 心理カ ウンセリ ング学科と 教育福祉学科の2学科に発展改組を 行っ

た。 また， 英語英文学科は英語教育を 中心にし ながら ， コ ミ ュ ニケーショ ン能力育成をよ り 重視
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し た教育を 目的と し たカ リ キュ ラ ムと し 英語コ ミ ュ ニケーショ ン 学科へと 名称変更を行っ た。

文学研究科は， 平成8年英語英文学専攻及び心理教育学専攻を 設置し ， 平成12年には財団法人

日本臨床心理士資格認定協会が認可する 第1種指定大学院と し て臨床心理士を 養成する ため， 心

理教育学専攻に臨床心理学コ ース・ 心理教育学コ ースを 設定し たが， その後， 従来の文学研究か

ら ， 人文全般に関する学際的探求課題への展開がなさ れてき た。

本学では， 以上のよ う に家政学を さ ら に深化さ せつつ， 生命と 存在に根ざし た人の一生と 生活

全般にかかわる課題探求へと 裾野を 広げてき ている家政学研究科と ， 従来の文学研究から 人文全

般に関する学際的探求課題へと 展開が進んでき た文学研究科と を 統合し ， 人間生活学総合研究科

の1研究科と し ， 修士課程6専攻と 博士課程の人間生活学専攻を 設置するこ と と し た。

人間生活学総合研究科は， 家政学と 人文学の基盤を踏まえつつ， 生活学の内容を 従来の内向き

の「 家庭」 と いう 枠に囚われるこ と なく ， 衣， 食と 健康， 福祉から 心と 保育， 教育までを 包括し

た人間の生命活動と 生存活動の探求を 深める と 共に， グロ ーバル化し ， 文化的な質の高い生活技

術と 生活意識を 幅広く 探求するも のと 捉えなおすも のである。 こ のよう に 2研究科の統合によ っ

て， 人間生活学総合研究科はこ れまでの2研究科内の専門相互の学びあいも 可能と なり ， 広く 複

眼的な視野を 持つ有為な人材を養成するこ と が可能と なる 。 また， 修士課程の専攻名称は基礎学

部の名称と 対応し ており ， 学部と 大学院の継続性を 明確に示すと と も に， 新たな今日的課題に応

えら れるよう に養成する人材像を 明確にし ， 学修システムの弾力化を 図る こ と によ っ て， 学生・

社会人のニーズに幅広く 応えるも のと なっ ている 。

本学の2代目学長青木誠四郎は， 戦後の文部省にあっ て戦後教育の復興に力を 尽く し ， その後

本学に着任し た。 青木誠四郎に“ 実際家は日々の事に追われて研究に遑（ いと ま） なく ， 研究者

は現実を 見ず， 現状を 知ら ずし て机上に理論を楽し むと いっ た風では好まし く ない。 畢
ひっ きょ う

竟， 学は

協同事業でなく てはなら ない” と いう 言葉がある 。 研究のための研究でなく ， 本学は所謂大学院

大学を 目指すのでも なく ，「 現場に学び， 共に研究し ， 研究成果を 現場に生かせる よ う に！」 を

本大学院の基本理念と し たい。 そのためには， 研究能力と 課題解決能力を 合わせ持ち， 実社会で

リ ーダーと なれる 人材育成を 目指すと 共に， 現職社会人を 広く 迎え入れら れるよ う ， さ ら に段階

を踏んで体制を整えていく 計画である 。

こ れら を 踏まえ平成24年4月から ， 人間生活学総合研究科修士課程に， 児童学児童教育学専攻

（ 入学定員5名）， 健康栄養学専攻（ 入学定員5名）， 造形学専攻（ 入学定員4名）， 英語・ 英語教育

研究専攻（ 入学定員4名），臨床心理学専攻（ 入学定員8名），教育福祉学専攻（ 入学定員4名） を ，

博士課程に人間生活学専攻（ 入学定員3名） を設置し ， 大学院のさ ら なる教育・ 研究の向上に取り

組むこ と と し た。
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3　 研究科の目的

人類が普遍に持つ， 衣・ 食と 健康・ 福祉から ， 心と 保育・ 教育までを包括し た人間の生命活動

と 生存活動の探求を 深めると 共に， グローバル化し ， 文化的な質の高い生活技術と 生活意識を 幅

広く 探究し ， それぞれの専門性を深めると 共に， 新たな今日的課題に応えら れる 広く 複眼的な視

野を 持つ有為な人材の養成を 目的と する。

4　 研究科の構成と 収容定員

東京家政大学大学院（ Graduate.School. of.T okyo.K asei.University）
人間生活学総合研究科（ Graduate.School. of.Humanities. and. Life.Sciences）

課程 専　 　 攻 入学定員 収容定員

修士
課程

児童学児童教育学専攻
（ M aster 's Program  in Child Care， Education and Science）

健康栄養学専攻
（ M aster 's Program  in Health and Nutr ition）

造形学専攻
（ M aster 's Program  in Clothing ＆A rt）

英語・ 英語教育研究専攻
（ M aster 's Program  in English Language and Culture）

臨床心理学専攻
（ M aster 's Program  in Clinical Psychology）

教育福祉学専攻
（ M aster 's Program  in Education and Social W elfare）

5

5

4

4

8

4

10

10

8

8

16

8

博士
課程

人間生活学専攻
（ Doctoral Program  in Human Life Sciences）

3 9

合　 　 計 33 69

5　 修業年限・ 長期履修学生

（ 1） 本学大学院の修士課程の修業年限は2年， 博士課程の修業年限は3年と する。

（ 2） 修士課程において， 学生が職業を有し ている等の事情により ， 前項に定める 修業年限を 超

えて一定の期間にわたり 計画的に教育課程を 履修する こ と を 希望し 認めら れた長期履修学

生の修業年限は3年又は4年と する 。

（ 3） 大学院に在学でき る期間は， 休学期間を 除き 修士課程は4年間， 博士課程は6年間と する 。

（ 4） 修士課程の長期履修学生の在学年数は， 修業年数が3年の場合は4年を ， 修業年数が 4年

の場合は5年を 超えるこ と はでき ない。
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6　 課程の修了要件

（ 1） 修士課程の修了要件は， 大学院に 2年以上在学し ， 履修授業科目について 30単位以上を 取

得し ， かつ必要な研究指導を 受けた後， 修士論文の審査又は特定の課題についての研究の

成果の審査及び最終試験に合格するこ と と する 。 ただし ， 在学期間に関し ては， 特に優れ

た業績を上げた者については， 大学院に 1年以上在学すれば足り るも のと する。

（ 2） 博士課程の修了要件は， 大学院に 3年以上在学し ， 所定の授業科目について 6単位以上を

取得し ， かつ必要な研究指導を 受けた上， 博士論文の審査及び最終試験に合格する こ と と

する。 ただし ， 在学期間に関し ては， 特に優れた業績を 上げた者については， 大学院に 1

年以上在学すれば足り るも のと する。

7　 学位の授与

本学大学院研究科において， 所定の課程を 修了し た者に対し ては次の学位を授与する。

人間生活学総合研究科

児 童 学 児 童 教 育 学 専 攻

健 康 栄 養 学 専 攻

造 形 学 専 攻

英語・ 英語教育研究専攻

臨 床 心 理 学 専 攻

教 育 福 祉 学 専 攻

修士課程

修士課程

修士課程

修士課程

修士課程

修士課程

修士（ 家 政 学）

修士（ 健康栄養学）

修士（ 家 政 学）

修士（ 文　 　 学）

修士（ 心 理 学）

修士（ 学　 　 術）

人 間 生 活 学 専 攻 博士課程 博士（ 学　 　 術）

8　 各専攻の目的

（ 1） 児童学児童教育学専攻は， 子ども の豊かな人格を 育て， 身体的， 精神的かつ社会的に健全

に育成するための学究を行い， 高度な研究教育に携わるこ と のでき る人材および児童学・

児童教育学における実践的課題を 探究・ 研究し 解決でき る 高度な専門知識と 方法論を 修得

し た人材の養成を 目的と する 。

（ 2） 健康栄養学専攻は， フ ード サイ エンスと ラ イ フ サイ エンス， ヘルスサイ エン スの分野にお

ける ， 高度の知識， 技能を 教授し て， 人の健康維持， 生活習慣病の予防， 老化のメ カ ニズ

ムなどの諸問題の解決に役立つよう な研究能力と 応用力を 有する人材およ び栄養士・ 管理

栄養士の資格を 生かし た高度な専門的能力のある職業人の養成を 目的と する。

（ 3） 造形学専攻は， 服飾美術と 造形表現を 融合さ せたカ リ キュ ラ ムによ り ， 服飾美術分野では

自然・ 社会環境や産業技術など の， 衣服の美的・ 機能的側面に対し て起こ り う る 新し い.

ニーズに対し ， 産業や教育などの分野で対応でき る 高度な専門性と 実践力を 備えた人材の

育成を 目的と する。 造形表現分野では生活美術の追究を通し て， 生活を様々な面で豊かに
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する造形表現活動・ 文化活動を 支える 能力を 有する人材の育成を目的と する。

（ 4） 英語・ 英語教育研究専攻は， 国際化時代に対応でき る 実践的な英語コ ミ ュ ニケーショ ン能

力を養成し ， 英語文学及び文化の研究並びに英語， 英語教育の研究を 深め， 視野の広い総

合力を 持っ た高度な専門教育を 行う こ と のでき る人材の養成を 目的と する 。

（ 5） 臨床心理学専攻は， 複雑化し た社会における人間関係の諸問題に対応する 総合的な力を 育

成し ， 臨床心理士及び公認心理師と し ての高度な専門知識や技術を 持ち， 医療・ 教育・ 産

業・ 司法等の社会のあら ゆる 領域で柔軟に対応し ， 適切な援助， 介入及び研究のでき る人

材の養成を目的と する。

（ 6） 教育福祉学専攻は， 学校や地域社会の複雑化・ 複合化し た諸問題について， 生涯学習・ 社

会教育， 社会福祉学， 心理学についての高度な専門知識や技術を修得し ， 人間関係を 調整

し ， 社会資源を 有効に使い， 問題解決を 創造的に行う こ と ができ る高度専門的職業能力を

備えた人材の養成を 目指す。

（ 7） 人間生活学専攻は， 博士課程に相当し ， 人間生活を めぐ る生活科学， 社会科学， 心理臨床

学等の分野において， 総合的， 学際的視野にたつ人材を養成するこ と を目的と し ， 自立し た

研究者養成のみなら ず確かな教育能力と 高度な研究能力を も つ大学教員の育成をも 図る。

９ 　 東京家政大学大学院各ポリ シー（ ディ プロマ・ ポリ シー、 カ

リ キュ ラ ム・ ポリ シー、 アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー）

学位授与方針（ ディ プロマ・ ポリ シー）

研究科の学位授与方針（ ディ プロマ・ ポリ シー）

人間生活学総合研究科では， 東京家政大学家政学部， 栄養学部， 児童学部と 人文学部での基礎

的知識を 基盤と し ， 家政学分野と 人文学分野での精深な学識と 高度な専門知識を 有し ， それを 基

盤に独創的に発展さ せるこ と ができ る 研究能力と 豊かな創造力， 応用でき る実践力を 備えた研究

者， 教育者， 及び専門職業人と し ての能力を 修得し ， 得ら れた成果を学会・ 研究会などで発表し ，

学位論文， 研究成果と し て明示さ せたも のに， 博士（ 学術） 及び修士（ 家政学）， 修士（ 健康栄

養学）， 修士（ 文学）， 修士（ 心理学）， 修士（ 学術） の学位を 授与する 。

教育課程編成方針（ カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー）

大学院のカ リ キュ ラ ムは， 大学院生が学位授与規程に相応し い能力を身につけら れる学修・ 研

究ができ るために， コ ースワーク と リ サーチワーク の観点から 構成さ れている。

コ ースワーク の特徴と し ては， 新入生フ レ ッ シュ マンセミ ナーにおいて各教科の授業の概要を

説明し ， 懇談する機会を 設けている 。 またフ レ ッ シュ マンセミ ナーの実質化のため， 大学院の教

育・ 研究環境の特徴と 大学院での学修， 研修， フ ィ ールド ワーク ， 充実し た実り ある大学院生活

を送るための心構え， 研究へのアプロ ーチ法などを テーマと し た， 数名の教授と 研究科長による

レク チャ ーが行われている。 大学院共通科目と し て大学院に必須の基礎学力を教授する「 アカ デ



― 22 ―

ミ ッ ク ・ ラ イ ティ ング」「 論文作成のための統計解析入門」「 プレ ゼンテーショ ン 論」 を 設け， 単

位認定後も 大学院修了まで相談に応じ ている 。 大学院においては， 視野の広い精深な学識を 得る

ために専攻分野を 超えて 8単位まで他専攻の授業科目を 履修でき るこ と にし ている。 カ リ キュ ラ

ム構成は全体と し て， 特論（ 講義）， 演習， 実験・ 実習の構成と なっ ており ， 理論的にも 実証的・

体験的にも 学修でき るよう になっ ている。 さ ら に新たな発展が期待でき る 分野においても ， 講義

科目と し て開講し ， 社会の負託に応えら れる よう 多様な人材育成に対応し ている 。 科目の履修に

ついては研究指導者が相談に応じ ， リ サーチ活動と 関連し た適切な指導を 受ける こ と ができ る。

リ サーチワーク の特徴と し ては， 入学試験時に研究計画書の提出を求め， 面接試験で大学院で

の研究の抱負を尋ね， 質疑する。 入学後には， 指導教員のも と ， 詳細な研究計画を たてた上で研

究論文題目を 提出し ている。 また， 論文中間発表においては， 研究活動および成果の経過を 多く

の教員の前で発表し ， プレ ゼンテーショ ン技術と 研究内容を 深めると 共に多様な視点から の批判

を受け， 指導教員の指導のも と ， 独善的・ 独り よ がり の研究に陥ら ぬよう 改善・ 修正でき る。 研

究経過の中で論文題目の変更が必要と なっ た場合は， 専攻会議， 専攻主任会議での審議を 経て研

究科委員会で承認し ， 適切な論文内容と それを表す論文題目と なるよう 指導教員がサポート し て

いる 。 リ サーチは， 結果を 出し て終わるのではなく ， 結果を 発表し 批判を 受けて完成さ せていく

も のであり ， 本大学院は， プレゼン テーショ ンの意義を 高めるため学会などの外部での発表経験

を重視し ており ， 研究助成制度と し て必要経費の助成を し ている 。 特別研究指導者には副指導者

を認め， 複数指導者による研究論文の充実にも 努めている 。 研究機器や研究環境が学内で不十分

と なっ た場合は， 研究科委員会で承認を受けた後， 学外でのリ サーチワーク と し て外部の研究所

や研究機関で機器の借用及び個別の研究指導が受けら れる よう になっ ている。 学位論文の審査に

おいては， 複数の副査を 置き ， 予備審査を 含む十分な審査期間のも と 論文の構成と 正確な文章表

現なども 含めて厳正に確認を 行い， 発表と 質疑応答なら びに口頭試問で審査し ， 研究科全体の研

究科委員会で合否を 決定する 。

本研究科修士課程は， コ ースワーク ， リ サーチワーク 共に含めて， 修業年限2年に限定せず，

就業年限3年と 4年の長期履修制度を 設けている 。 また， 博士課程は論文の学会誌掲載年限を 考

慮し て， 課程修了後1年間の学位授与審査の猶予を 設けている。 また， 出産育児のために学業の

継続が困難と なっ た場合は， 育児休学制度を 設けている。

入学者受入方針（ アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー）

東京家政大学大学院

東京家政大学大学院は， 平成元年に家政学研究科食物栄養学専攻並びに被服造形学専攻（ 修士

課程） を 開設し ，平成４ 年よ り 児童学専攻（ 修士課程），同５ 年よ り 人間生活学専攻（ 博士課程），

同８ 年には文学研究科英語英文学専攻， 心理教育学専攻（ 修士課程） を 設置し 現在まで多く の修

了生を 送り 出し ている。

平成 24年度から ， こ れまでの家政学研究科と 文学研究科を 人間生活学総合研究科に統合し ，

児童学児童教育学専攻， 健康栄養学専攻， 造形学専攻， 英語・ 英語教育研究専攻， 臨床心理学専
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攻， 教育福祉学専攻（ 以上　 修士課程） と ， 人間生活学専攻（ 博士課程） を 設置し た。

大学院の教育目的

本学大学院は， 建学の精神に則り ， 大学での教育課程を 基礎と し ， 高度にし て専門的な学術の

理論及び応用を 研究教授し ， その深奥をき わめ， 広い視野に立っ て高度の専門性が求めら れる職

業を 担う ための深い学識及び卓越し た能力を 培い， 広く 社会と 文化の発展に寄与するこ と を 目的

にし て， ①学術研究の高度化と 優れた研究者の養成， ②高度専門職業人の養成， ③教育研究を 通

じ た国際貢献， の３ 点を 共通の目標と し ている。

大学院のアド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー

本学大学院は， 東京家政大学の建学の精神と 生活信条に基づき 次のよう な人を求めている。

・ 自主自律の精神を 持ち， 人間の生活に関わる専門性の高い学術・ 実践・ 応用力を 身につけ社会

に貢献し 活躍する こ と を志す人

・ 現代の人間の生活に関わる諸問題に対し 柔軟に対応し 解決する高い知性と 能力を 修得し ， 社会

に役立ちたいと 努力する人

・ 世界的な広い視野を 持ち， 自己の幸福と 社会の幸福と を 合わせ願い行動する こ と のでき る心の

豊かな人

研究科の人材養成・ 教育目的およびアド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー

人間生活学総合研究科は， 家政学部， 栄養学部， 児童学部と 人文学部の内容と 実績を基礎と し

て， 修士課程である 児童学児童教育学専攻， 健康栄養学専攻， 造形学専攻， 英語・ 英語教育研究

専攻， 臨床心理学専攻， 教育福祉学専攻及び博士課程である 人間生活学専攻において， 大学院の

教育目的にそっ た教育を 行い高度な専門知識を 持ち， それを 土台と し た研究能力， 実践力を 持つ

人を 育てるこ と を人材養成及び教育研究上の目的と し ている 。

こ の目的に基づき ， 次のよう な人を 求めている。

・ 児童学児童教育学専攻， 健康栄養学専攻， 造形学専攻， 英語・ 英語教育研究専攻， 臨床心理学

専攻， 教育福祉学専攻及び人間生活学専攻において修得し た， 高度でよ り 専門的な知識なら び

に資格・ 免許を活かし て各方面で活躍し たい人

・ 専門知識を学ぶだけではなく ，それを土台に自分自身で考えさ ら に発展・ 深化さ せよう と する人

・ 人間生活に関わる 諸問題に対し ， 指導的立場で適切に対処し ， 実践・ 応用でき る 能力を 涵養し

たい人

・ 知識だけではなく ， その場に応じ た柔軟な対応ができ る実践力を 身につけ， 社会に貢献し よう

と する 人
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10　 各専攻ポリ シー（ ディ プロマ・ ポリ シー、 カ リ キュ ラ ム・ ポ

リ シー、 アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー）

≪修士課程≫

ディ プロマ・ ポリ シー、 カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー、 アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー

〇児童学児童教育学専攻

学位授与方針（ ディ プロマ・ ポリ シー）

児童学児童教育学専攻では， 現代社会における乳幼児， 児童に関する 問題を探究する研究者を

育成すると と も に， 保育所， 幼稚園， 小学校などにおける 研究的実践者を 養成する こ と を 人材育

成及び教育研究上の目的と し ， 以下の学識・ 能力を 有する に至っ たも のに修士（ 家政学） の学位

を授与する。

・ 乳幼児や児童の問題に広く 関心を 持ち，知識を 深め，創造性豊かな研究を 進めるこ と ができ る。

・ 保育， 教育の現場において， 乳幼児や児童の幸せや育ち を 見据え， 研究的実践の創造に寄与で

き る。

・ 乳幼児や児童を めぐ る社会の多様なニーズに対応でき る 専門性を 身につけている 。

教育課程編成方針（ カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー）

児童学児童教育学専攻の教育目標を 達成するため， 以下の方針に基づき 教育課程を 編成し 実施

する 。

・「 保育学」「 保育実践学」「 育児支援学」「 子ども 臨床学」「 教育実践学」「 学校教育学」 の６ つの

区分から 幅広く 学ぶこ と により ，深い識見と 広い視点にたっ て児童学，児童教育学の研究をする

こ と ができ る力を育成すると と も に，児童に関わる様々な分野で応用可能な知識を身につける。

・ 児童学，児童教育学の研究分野から ，自分の専攻分野を 選び，と く に「 特別研究」 を通し て， そ

の分野における研究の計画を 作成し ，研究を まと めていけるよう に充実し た研究指導を 行う 。

・ 学校教育の場で， よ り 高度な専門性を も っ て， 幼児およ び児童の教育を 行う こ と ができ る能力

と 技術を 身につける ために， 幼稚園教諭専修免許と 小学校教諭専修免許を取得するための科目

を 開設する。

.入学者受入方針（ アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー）

児童学児童教育学専攻では， 現代社会における乳幼児， 児童に関する 問題を 探究する研究者を

育成すると と も に， 保育所， 幼稚園， 小学校などにおける 研究的実践者を 養成する こ と を 人材育

成及び教育研究上の目的と し ている。

こ の目的に基づき ， 次のよう な人を求めている。

・ 乳幼児や児童の問題に広く 関心を 持ち， 創造性豊かな研究をする 意欲を 持っ た人

・ 保育， 教育の現場において， 乳幼児や児童の幸せや育ち を 見据え， 研究的実践の創造を 志す人
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・ 乳幼児や児童をめぐ る社会の多様なニーズに対応でき る専門性を 磨く 志を 持つ人

・ 幼稚園， 小学校の教員と し て専門性を深め専修免許取得を 希望する 人

〇健康栄養学専攻

学位授与方針（ ディ プロマ・ ポリ シー）

健康栄養学専攻では， 様々な観点や視点から 個々人や社会にと っ てのウェ ルビーイ ングについ

て考え続けら れ， その向上に貢献する こ と のでき る高度専門的職業人， 教育指導者， 研究者の養

成を 目的と する。 そのためには， 専門分野の課題解決に向けて活用でき る よう な社会や文化に対

する 幅広い見識を身につける姿勢が重要と なる。 そのよう な姿勢のも と ， 以下の学識・ 能力を 有

する に至っ たも のに修士（ 健康栄養学） の学位を 授与する。

・ 専門分野における 高度な知識・ 技術を修得し ， 探究・ 研究能力及び課題解決能力を 有する。

・ フ ード サイ エンス分野，ラ イ フ サイ エンス分野，及びヘルスサイ エン ス分野を 広く 深く 理解し ，

豊かな専門的能力を 修得し ている 。

・ 専門分野の課題解決に向けて活用でき う る ，社会や文化に対する 幅広い見識を 身につけている 。

教育課程編成方針（ カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー）

健康栄養学専攻の教育目標を 達成するため， 以下の方針に基づき 教育課程を 編成し 実施する。

・ カ リ キュ ラ ムにおける 分野別区分と し てのフ ード サイ エン ス分野， ラ イ フ サイ エンス分野， ヘ

ルスサイ エンス分野における 各授業科目を 履修し ， 特別研究において， 実習・ 実験およ び修士

論文作成のための研究手法を 学ばせる。

・ 専任教員の指導のも と ， 企業， 施設， 病院などにおける豊富な実践体験を 通じ ， 実践・ 応用力

を 修得さ せる。

・ 学内学外における 研究発表の機会を も う け， 研究能力の向上を めざす。

・ 学校教育の場で， より 高度な専門性をも っ て， 家庭科の教育を 行う こ と ができ る 能力と 技術を

身につける ために， 中学校教諭専修免許（ 家庭） と 高等学校教諭専修免許（ 家庭） を取得する

ための科目を 開設する 。

入学者受入方針（ アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー）

健康栄養学専攻では，「 食品」 から ，摂食する生体の機能の維持・ 回復を 目的と し た研究を 行い，

社会貢献でき る 高度専門職業人， 教育指導者， 研究者を 養成する。 そし て地域住民の保健・ 医

療・ 福祉の向上に寄与するこ と を人材育成及び教育研究上の目的と し ている。

こ の目的に基づき ， 次のよう な人を 求めている。

・ 専門職養成施設における教育・ 研究に携わり たい人

・ 保健・ 医療・ 福祉・ 介護などの領域で地域活動のリ ーダーと し て活躍し たい人

・ 企業や試験・ 研究機関等において栄養・ 商品開発等の研究分野に関わり たい人

・ 職業に就き ながら ， 食物栄養や生態機能維持管理に関する 実践的な研究を 通じ て， 高度な職業
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人と し ての能力を 高めたい人

〇造形学専攻

学位授与方針（ ディ プロマ・ ポリ シー）

造形学専攻では， 服飾美術分野（ 被服科学， 服飾造形学， 服飾デザイ ン 学） においては， 衣服

の美的・ 機能的側面の追究を 通し て， また造形表現分野（ メ ディ ア表現， 表現と 社会， 美術史，

工芸， 平面表現， 空間表現） においては生活美術の追究を 通し て， 産業や教育， 創作などの場面

における有為な人材の養成を 目的と し ，以下の学識・ 能力を 有するに至っ たも のに修士（ 家政学）

の学位を 授与する 。

・ 服飾美術及び造形表現の分野において， 高度の専門的知識を修得し ている。

・ 服飾美術及び造形表現の分野において， 高度の実践力， 技能を 身につけている 。

教育課程編成方針（ カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー）

造形学専攻の教育目標を 達成する ため， 以下の方針に基づき 教育課程を 編成し 実施する 。

・ カ リ キュ ラ ムにおける分野別区分と し て， 服飾美術分野と 造形表現分野における 各授業科目を

履修し ， 服飾美術分野では特別研究において被服科学， 服飾造形学， 服飾デザイ ン学等の研究

を 通じ 修士論文作成のための研究手法を 学ばせる 。 また， 造形表現分野では特別研究において

メ ディ ア表現， 表現と 社会， 美術史， 工芸， 平面表現， 空間表現の各分野の制作希望者におい

ては， 作品の課題研究を 通じ て研究能力の向上を めざす。 学会や学外において制作発表の場を

設ける。

・ 服飾分野では服飾を 科学と フ ァ ッ ショ ンの両面から と ら え， 豊富な実験・ 実習を 通し て実践・

応用力を 修得さ せ， アパレ ル， 教育界に高度の専門的知識と 技能を持っ て貢献でき る人材を 育

てる。

・ 造形表現分野では， 作品の制作活動を通し て学内学外における 発表の機会を設け研究能力の向

上を めざす。 論文作成志望者に対し ては， 美術史， 造形教育， アート マネジメ ント 等の研究を

通じ ，修士論文作成のための研究手法を 学ばせる 。 また，高度の専門的知識と 技能を 習得さ せ，

創造性豊かな表現力をも っ て作家・ 高度専門職業人と し て自立し た活動を する こ と ができ る人

材を 育てる。

・ 学校教育の場で， より 高度な専門性をも っ て， 家庭科及び美術科の教育を 行う こ と ができ る 能

力と 技術を 身につける ために， 中学校教諭専修免許（ 家庭）・ 中学校教諭専修免許（ 美術） と

高等学校教諭専修免許（ 家庭）・ 高等学校教諭専修免許（ 美術） を 取得する ための科目を 開設

する。

入学者受入方針（ アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー）

造形学専攻では， 被服科学， 服飾造形学， 服飾デザイ ン学， メ ディ ア表現， 表現と 社会， 美術

史， 工芸， 平面表現， 空間表現の各分野において基礎を 確実なも のと し ， 高度な専門性を 身につ
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ける こ と を人材養成及び教育研究上の目的と し ている 。

こ の目的に基づき ， 次のよう な人を 求めている。

・ 専門分野の教育・ 研究機関や博物館， 編集， 美術・ デザイ ンなどの分野で活躍を 希望する人

・ 家庭科教員， 美術科教員と し て専門性を 深め専修免許取得を 希望する人

・ 家政学の視点から 深い専門性と 教養を身につけたい人

〇英語・ 英語教育研究専攻

学位授与方針（ ディ プロマ・ ポリ シー）

英語・ 英語教育研究専攻では， グロ ーバル化時代に対応でき るコ ミ ュ ニケーショ ン能力を 養成

し ， 英語学， 英語文学， 英語文化に関する研究， そし て英語教育に関する 分野， 特に英語教育の

実践方法や言語習得理論等などにおける研究能力を 備えた， 広い視野と 総合力を 持つ人材の養成

を目的と し ている。 そのため， 以下の学識・ 能力を 有する者に対し て， 修士（ 文学） の学位を 授

与する。

・ 高度なコ ミ ュ ニケーショ ン能力， 論理的思考， 共感的理解力を 身につけている。

・ 英語の実践的能力を 高め， こ れによ っ て国際的に活躍する こ と が期待でき る 。

・ 英語と いう 言語の仕組みやその歴史を体系的に学んでいる 。

・ 英語文学作品を研究し ， 人間， 社会， 文化， 歴史の仕組みについて理解を 深めている。

・ 英語教育学や言語習得理論の最新の知見を 取り 入れながら 多角的に研究し 理解を 深めている。

・ 研究の成果を 生かし ， 高度職業人と し て教育の現場で指導的教育実践活動ができ る。

教育課程編成方針（ カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー）

英語・ 英語教育研究専攻の教育目標を達成するため， 以下の方針に基づき 教育課程を編成し 実

施する。 具体的な教育内容， 授業形態， 教育方法などについては， シラ バスの「 実施形態」，「 授

業概要」 を参照のこ と と する。

・ 英語に関わる広範囲な分野において， 高度な専門知識を 身につけさ せ， 幅広く 深い視野に立っ

て高度で独創的な研究を進めるための能力を 育成するため， 英語・ 英語文学分野には， 言語学

系， 文学系， 文化研究系等の諸科目を設置する。

・ 外国語教育に関わる高度な専門知識を身に付けさ せ， 幅広く 深い視野に立っ て高度で独創的な

研究を 進めるための能力を 育成する ため， 英語教育分野には， 第二言語習得研究や英語指導理

論や教育課程研究に関わる諸科目を 設置する。

・ 両分野に共通する ， 研究論文執筆に必要な高度な英語表現技能を 獲得さ せる 。

・ 健全な理論に基づいた適切な研究手続き に従っ た調査， 研究等を 計画し 実施でき る技術と 能力

を 獲得さ せ， 研究成果の発表， さ ら に修士論文の完成に向けて， 専任教員が充実し た個別指導

を 行う 。

・ 関心を 持つ分野の知識に加え， 高度な専門性を も っ て， 学校現場における英語科教育を 行う こ

と ができ る 能力と 技術を身につける ために， 中学校教諭専修免許（ 英語） と 高等学校教諭専修
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免許（ 英語） を 取得する ための科目を 開設する。

入学者受入方針（ アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー）

英語・ 英語教育研究専攻は， グロ ーバル化時代に対応でき る コ ミ ュ ニケーショ ン 能力を 養成

し ， 英語圏文学・ 文化， 英語学， 英語教育に関する研究を 深め， 視野の広い総合力を持っ た人材

育成， また英語教員と し て指導的な役割を 果たす人材を 養成する こ と を 人材養成及び教育研究上

の目的と し ている 。

こ の目的に基づき ， 次のよう な人を 求めている。

・ 英語の実践能力を 高めその機能を 洗練さ せてよ り 高度な職業人を 目指そう と する 人

・ 英語英文学作品を 研究し ， 人間， 社会， 文化， 歴史の仕組みについて理解を深めたい人

・ 英語と いう 言語の仕組みやその歴史を体系的に学びたい人

・ 英語教育や言語習得について最新の知見を 取り 入れながら 多角的に研究し， 教育の現場で実

践・ 活動し たい人

・ グローバル化によっ て急速に変化する世界のあり よう に柔軟に対応し ， 積極的に社会貢献し て

いこ う と する好奇心， 意欲， 情熱を 持つ人

〇臨床心理学専攻

.学位授与方針（ ディ プロマ・ ポリ シー）

臨床心理学専攻では， 高度かつ独創的な研究を おこ なう 能力を 身につけ， 心理臨床に関する理

論と 知識を 駆使し て， 心理的な問題を 抱えた人に対する援助や組織・ 集団を 心理学的に支援する

こ と ができ る 実践力を 身につけた人材の養成を目的と し ， 以下の学識・ 能力を有するに至っ た者

に修士（ 心理学） の学位を 授与する 。

・ 公認心理師・ 臨床心理士と し ての人間性と 広い視野を 有する。

・ 公認心理師・ 臨床心理士と し ての必要な理論と 実践能力を 身につけている。

・ 研究成果を 学会などで発表し ， 学術論文と し て公表でき る研究能力を 備えている 。

・ 身につけた専門的知識と 総合的判断力を 生かし て， 公認心理師・ 臨床心理士と し て活躍でき る

資質と 能力が備わっ ている。

教育課程編成方針（ カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー）

臨床心理学専攻の教育目標を 達成するため， 以下の方針に基づき 教育課程を編成し 実施する。

・「 臨床心理学専門分野」 では， 統計学， 研究法， 人格心理学， 認知心理学などに関わる 基礎科

目の修得および心理臨床学の分野を 修得し ， 幅広深い視野に立っ て， 高度かつ独創的な研究を

行う 能力を 育成する 。

・「 臨床心理学基礎分野」 では， 学外及び学内施設における 豊富な実践体験を 通じ ， 心理臨床に

必要な技法を 身に着け， かつ専任教員によ るスーパービジョ ンを 受ける 。

・「 研究指導」 では， 専攻分野の研究計画を 策定し ， それを 可能にする 理論的・ 実践的研究能力
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及び研究成果を発表でき る能力を 身につけさ せるこ と を 目的と し て， 個別指導を 中心と し た研

究指導を行う 。

・ 学校教育の場において， 高度な専門性を も っ て， 公民科の教育を 行う こ と ができ る能力と 技術

を 身につけるために， 高等学校教諭専修免許（ 公民） を 取得するための科目を開設する 。

入学者受入方針（ アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー）

臨床心理学専攻では， 心理カ ウン セリ ング学科の教育を 基礎にし て， さ ら に高度な専門知識を

持ち ， それを 土台と し た研究能力及び医療・ 教育・ 産業・ 司法などの分野における 臨床実践力を

持つ公認心理師・ 臨床心理士を 育てる こ と を 人材養成及び教育研究上の目的と し ている。

こ の目的に基づき ， 次のよう な人を 求めている。

・ 基礎的な心理学の知識をベースに， 高度の臨床心理学的なアセスメ ント ， 心理面接などの技法

を 修得でき る学力， 能力のある人

・ 科学的な思考と 臨床的態度を 身につけ， 医療・ 教育・ 産業・ 司法などさ まざまな領域で適切な

援助， 介入を 行う 意欲のある 人

・ 心の問題や不適応行動のメ カ ニズムや援助の在り 方について研究し たい人

〇教育福祉学専攻

学位授与方針（ ディ プロマ・ ポリ シー）

教育福祉学専攻では， 高度かつ独創的な研究を おこ なう 能力を 身につけ， 生涯学習・ 社会教育

分野， 社会福祉分野， 心理学分野を 総合的に学び， 高度な専門知識や技術に精通し ， 地域社会や

学校にあっ て人を支援するネッ ト ワーク やチームワーク のリ ーダーと し て活躍でき る人材の養成

を目的と し ， 以下の学識・ 能力を有するに至っ たも のに修士（ 学術） の学位を授与する。

・ 心理学を 基礎に， 社会教育・ 生涯学習， 社会福祉の現場における リ ーダー（ 高度専門職業人）

と し ての人間性と 広い視野を 有する 。

・ 心理， 教育， 福祉に関わる現場のリ ーダー（ 高度専門職業人） と し て， 必要な理論と 実践能力

を 身につけている 。

・ 研究成果を 学会などで発表し ， 学術論文と し て公表でき る 研究能力を 備えている 。 ある いは，

職場等の活躍する 場において， 問題を発見し ， 課題を分析し ， 問題解決に寄与でき る知識・ 技

術， 課題解決能力を 備えている。

・ 身につけた専門的知識と 総合的判断力を 生かし て， 心理， 教育， 福祉の現場のリ ーダー（ 高度

専門職業人） と し て活躍でき る資質と 能力が備わっ ている 。

教育課程編成方針（ カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー）

教育福祉学専攻の教育目標を 達成するため， 以下の方針に基づき 教育課程を 編成し 実施する。

・ 心理学，社会教育・ 生涯学習，社会福祉に関わる各分野の基礎・ 中心と なる特論科目を 履修し ，

いずれかの分野の専門性を 高める と 同時に， 隣接分野の知識・ 技術が得ら れるよ う 指導する。
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・ 関心を 持つ分野の知識に加え， 幅広く 深い視野に立っ た， 高度かつ独創的な研究活動や， 実践

的な課題解決に向けた検討が行えるよう ， 研究方法の理解を図り ， 専門分野の研究計画を作成

し ， それを 可能にする理論的実践的研究能力を 身につけさ せ， 研究発表に向けて個別指導を 充

実さ せた研究指導を 行う 。

・ 学校教育の場において， よ り 高度な専門性をも っ て公民科の教育を 行う こ と ができ る 能力と 技

術を 身につけるために， 高等学校教諭専修免許（ 公民） を 取得するための科目を 開設する。

入学者受入方針（ アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー）

教育福祉学専攻では， 生涯学習・ 社会教育分野， 社会福祉分野， 心理学分野を 総合的に学び，

地域社会や学校にあっ て人を 支援する ネッ ト ワーク やチームワーク のリ ーダーと し て活躍でき る

人材を 育てる こ と を 人材育成及び教育研究上の目的と し ている。

こ の目的に基づき ， 次のよう な人を 求めている。

・ 生涯学習・ 社会教育， 社会福祉， 心理学の各分野を 幅広く 学び， 人の支援についての高度の研

究を し たい人

・ 地域社会や学校で人を 支援するネッ ト ワーク やチームワーク のリ ーダーと し て実践し たい人

・ 社会福祉や社会教育の分野ですでに仕事についている方で， スキルアッ プをはかり たい人

≪博士後期課程≫

ディ プロマ・ ポリ シー、 カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー、 アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー

〇人間生活学専攻

学位授与方針（ ディ プロマ・ ポリ シー）

人間生活学専攻では， 自ら の専門領域については言う までも なく ， 関連分野を 含めた広い領域

についても 大き な関心を も っ て勉学に努め， 人間生活を めぐ る心理臨床学， 生活科学， 社会科学

の分野において， 総合的， 学際的視野にたつ人材の養成を 目的と し ， 以下の学識・ 能力を 有する

に至っ たも のに博士（ 学術） の学位を 授与する。

・ 自ら の専門領域について深い学識と 理解を 有し ， 研究者・ 高度専門職業人と し て自立し た活動

を するこ と ができ る 。

・ 新し い課題を解決するこ と ができ る 優れた研究能力を 有するこ と が， 自ら の研究成果によっ て

証明でき る。

教育課程編成方針（ カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー）

・ 人間生活に関わる総合的・ 学際的研究のために， 各分野の専門科目を 置く 。

・ 各専門分野の研究の集大成と し て， 研究計画に基づいた指導のも と で， 本学学位規程に定めら

れた基準の博士論文を課す。

人間生活学専攻の教育目標を 達成するため， 以下の方針に基づき 教育課程を編成し 実施する。
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・ 修士課程における 教育の成果をふまえ， それを 一層高度化， 深化さ せる のみなら ず， 広く 人間

生活を 総合科学と し て捉える こ と のでき る 能力の醸成を 目的と し ， 講義， 実験などを通じ て教

育・ 研究指導を行う 。

入学者受入方針（ アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー）

人間生活学専攻では， 学部及び修士課程における教育を 基盤と し ， 一層高度な教育を行う こ と

によ っ て， 人間生活に関わる複雑な事象を 理解し ， 真理を 見出す能力を醸成する こ と を目的と し

ている。 こ のよう な教育を 通じ て， 現在の多様化， 高度化する社会の要請に応えら れる人材， 当

該専門分野の次代を 担う 人材を 育てる こ と を 人材育成及び教育研究上の目的と し ている。

こ の目的に基づき ， 次のよう な人を 求めている。

・ 人間生活に関連し た分野の研究に強い熱意を 有する 人

・ 関連分野の高度な学識の修得に強い熱意を 有する人

11　 教職課程の履修

大学において高等学校教諭（ 家庭），（ 美術），（ 英語），（ 公民）・ 中学校教諭（ 家庭），（ 美術），（ 英語）・

小学校教諭及び幼稚園教諭の一種免許状を 取得し ている者で，高等学校教諭（ 家庭），（ 美術），（ 英

語），（ 公民）・ 中学校教諭（ 家庭），（ 美術），（ 英語）・ 小学校教諭及び幼稚園教諭の専修免許状を取得

し よう と する者は，教職課程に認定さ れている授業科目を 24単位以上を履修し なければなら ない。

本学研究科において取得でき る免許状は， 次のと おり と する。

児童学児童教育学専攻. 小学校教諭専修免許状

. 幼稚園教諭専修免許状

健 康 栄 養 学 専 攻. 高等学校教諭専修免許状（ 家庭）

. 中学校教諭専修免許状（ 家庭）

造　 形　 学　 専　 攻. 高等学校教諭専修免許状（ 家庭）

. 中学校教諭専修免許状（ 家庭）

. 高等学校教諭専修免許状（ 美術）

. 中学校教諭専修免許状（ 美術）

英語・ 英語教育研究専攻. 高等学校教諭専修免許状（ 英語）

. 中学校教諭専修免許状（ 英語）

臨 床 心 理 学 専 攻. 高等学校教諭専修免許状（ 公民）

教 育 福 祉 学 専 攻. 高等学校教諭専修免許状（ 公民）
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12　 衣料管理士専修（ 造形学専攻）

衣料管理士（ T A ） は（ 一社） 日本衣料管理協会が認定し ている 資格であり ， T A 養成大学に

おいて所定のカ リ キュ ラ ムを 履修し て卒業し た学生に T A 認定証が交付さ れる。 大学又は短期大

学卒業時に取得でき る衣料管理士1級・ 2級に加え， 新たに 2022年度より ， より 専門的なカ リ キュ

ラ ムを 履修し た大学院修了者が取得でき る「 衣料管理士専修」 が設置さ れた。

衣料管理士は， 繊維製品に関する 素材およ び生産・ 流通・ 消費等の分野を 体系的に学び， それ

ら に関する 基礎知識を 身につけ， 繊維製品の企画・ 設計／販売／品質保証／消費者対応につい

て， 豊富な知識と 技術， 知恵と 工夫を 活かし て， 人々に貢献する プロフ ェ ッ ショ ナルである。

（ 1） 衣料管理士専修の取得要件

①. 衣料管理士1級を 取得し ているこ と

②. 衣料管理士1級認定校における大学院での開設科目（ 実験・ 実習・ 演習を 含む） で，「 材料」

「 加工・ 整理」「 企画・ 設計・ 生産」「 流通・ 消費」 の4領域のう ち， 2領域以上から 8単位

以上修得する こ と

③. 衣料管理士1級認定校における大学院で， 修士の学位を 取得する こ と

（ 2） 開設科目及び単位

　 造形学専攻での開設科目は， 次の通り である。

領域 科目 単位数

材料 被服材料学特論 2

被服材料学演習 2

被服科学実験 1

加工・ 整理 被服管理学特論 2

被服管理学演習 2

繊維加工学特論 2

繊維加工学演習 2

企画・ 設計・ 生産
被服構成学特論 2

被服構成学演習 2

被服構成学実験 1

アパレ ル設計学特論 2

アパレ ル設計学演習 2
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13　 臨床心理士・ 公認心理師（ 臨床心理学専攻）

１ ． 臨床心理士

（ 1） 臨床心理士の受験資格

臨床心理士に関し ては，（ 財） 日本臨床心理士資格認定協会による 所定の規定（ ｢臨床心理士」

受験資格に関する 大学院指定運用内規） により ， その資格認定指定大学院研究科の専攻におい

て， 所定の科目および単位を 修得し た者がその受験資格を 得る， と さ れている。

本大学院は， 文学研究科心理教育学専攻（ 臨床心理学コ ース） が平成14年度から 「 臨床心理

士指定第一種大学院」 に指定さ れ， 人間生活学総合研究科臨床心理学専攻も 引き 続き ， 第一種

大学院の指定を受けており ， 臨床心理学専攻を 修了し た者は， 臨床心理士資格審査の受験有資

格者と なる 。

（ 2） 必要履修科目， 単位とその修得

上記の規定により ， 以下に示す科目および単位の修得がその受験資格と し て求めら れている。

 1） 開設科目及び単位

臨床心理学専攻での開設科目は， 次のと おり である。

必修科目・ 単位： . 臨床心理学特論. 4単位

. 臨床心理学面接特論Ⅰ. 2単位

. 臨床心理学面接特論Ⅱ. 2単位

. 臨床心理査定演習Ⅰ. 2単位

. 臨床心理査定演習Ⅱ. 2単位

. 臨床心理基礎実習. （ 2）単位

. 臨床心理実習Ⅰ. （ 1）単位

. 臨床心理実習Ⅱ. （ 1）単位

選択必修科目・ 単位： . Ａ 群. 臨床心理統計法特論. 4単位

. . 臨床心理学研究法特論. 2単位

. Ｂ 群. 人格心理学特論. 2単位

. . 認知心理学特論. 2単位

. Ｃ 群. 社会病理学特論. 2単位

. . 家族心理学特論. 2単位

. Ｄ 群. 精神医学特論. 2単位

. . 心身医学特論. 2単位

. . 障がい児・ 者心理学特論. 2単位

. Ｅ 群. グループ・ アプロ ーチ特論. 2単位

. . 発達臨床心理学特論. 2単位
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 2） 修得方法

上記開設科目のう ち， 必修科目から 8科目16単位， 選択必修科目群（ A ， B， C， D， E） から

それぞれ2単位以上， 計10単位以上， 合計26単位以上を 修得する 。

必修科目・ 選択必修科目Ｅ 群は， 他の専攻から は受講でき ない。

 3） 実習について

臨床心理基礎実習は1年次に， 臨床心理実習Ⅰ・ Ⅱは1年次10月よ り 2年次にまたがっ て開

講さ れる 。

（ 3） 修士論文のテーマ・ 内容

上記の規定によ り ，「 修士論文のテーマと 内容が臨床心理学に関する も のである こ と 」 が求

めら れている。

２ ． 公認心理師

（ 1） 公認心理師の受験資格

公認心理師に関し ては， 公認心理師法に基づき ， ①～⑩の科目分野に含まれる 科目を 少なく

と も 1科目ずつ履修し ていれば， 受験資格が得ら れる 。

（ 2） 必要履修科目， 単位とその修得

臨床心理学専攻での開設科目は， 次の通り である 。

Ⅰ． 主な職域の相談， 助言， 指導， その他援助に関する科目

①. 精神医学特論（ 保健医療分野に関する理論と 支援の展開）. 2単位　 必修※

. 心身医学特論（ 保健医療分野に関する理論と 支援の展開）. 2単位　 必修※

. 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※いずれか1科目必修

②. 障がい児・ 者心理学特論（ 福祉分野に関する理論と 支援の展開）. 2単位　 選択

③. 学校臨床心理学特論（ 教育分野に関する 理論と 支援の展開）. 2単位　 選択

④. 社会病理学特論（ 司法・ 犯罪分野に関する理論と 支援の展開）. 2単位　 選択

⑤. 産業心理学特論（ 産業・ 労働分野に関する理論と 支援の展開）. 2単位　 選択

Ⅱ． 観察分析， 相談， 助言， 指導， その他の援助等についての理論科目

⑥. 臨床心理査定演習Ⅰ（ 心理的アセスメ ン ト に関する理論と 実践）. 2単位　 選択

⑦. 臨床心理学面接特論Ⅰ（ 心理支援に関する理論と 実践）. 2単位　 選択

⑧. 家族心理学特論（ 家族関係・ 集団・ 地域社会における心理支援に関する理論と 実践）

. . 2単位　 選択

⑨. 生徒指導・ 教育相談・ キャ リ ア教育（ 心の健康教育に関する理論と 実践）

. . 2単位　 選択

Ⅲ． 心理実践実習（ 450時間以上）

⑩. 臨床心理実習Ⅰ（ 心理実践実習）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  （ 1）単位　 必修
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14　 大学院生研究助成制度

1． . 人間生活学総合研究科に， 大学院生の学会発表を 奨励するこ と を 目的と し て， 平成24年4月

1日から ， 以下の大学院生研究助成制度を 設ける 。

（ 1）　 大学院生が国内の学会で発表者（ 講演者） と し て学会に参加する場合， 学会参加費， 交通

費（ 学割額）， 宿泊費等を 全額助成する 。

（ 2）　 大学院生が上記以外で国内の学会に参加する場合， 学会参加費， 交通費（ 学割額）， 宿泊費

等を 年1回， 5万円を 限度と し て助成する 。

（ 3）　 大学院生が海外の学会で発表者（ 講演者） と し て学会に参加する場合，学部の基準に準じ ，

学会参加費については全額， 交通費（ 学割額）， 宿泊費等の旅費については50％以内を 助成

する。

（ 4）　 助成する経費の範囲等については， 国内出張規程（ 助手相当） に準じ た学会参加費， 交通

費， 宿泊費等の実費と する。 なお， 交通費は学割額と し ， 日当は除く 。

（ 5）　 造形学専攻在学生の制作における， 審査のある 国内の作品展への出品およ び大学院生個人

による 自主的な国内での作品展を ， 国内学会での発表相当と みなし ， 出品料， 運搬費等を ，

学会参加費， 交通費等と 同様に研究経費助成の対象と する 。

. 　 審査のない国内の作品展への出品は， 国内学会への参加と ， 審査のある海外の作品展への

出品は， 海外学会での発表と みなす。

. 　 出品料， 作品運搬費等の助成申請金額の妥当性については， 必要に応じ 助成金額の是正を

行う こ と がある。

（ 6）　 大学院生研究助成は， 大学院生が所定の申請書に研究指導者の承認印を得て研究科長宛申

請し ， 専攻主任会議， 研究科委員会の承認によ り 助成の可否を 決定する 。

. 　 造形学専攻の出品料， 運搬費等の助成金申請金額の妥当性は， 専攻主任会議で検討し ， 研

究科委員会で決定する。

2． . その他

（ 1）　 2回目以降の国内学会参加経費， 助成対象外の海外学会発表経費についても 一定の予算枠

内で経費助成さ れる制度がある。

（ 2）　 研究助成等の経費申請書の記入方法， 経費支払手続方法等については， 別途， 大学院事務

から 連絡する。
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15　 東京家政大学大学院の院生に関する出産・ 育児休学取扱内規

1． . 本学大学院の学生が， 就学中に出産およ び１ 歳未満の子の育児のために就学が困難と なっ た

時には， 就学時出産休学及び就学時育児休学を認める。 こ の場合， 当該休学の後， 復学する予

定と なる も のに限ら れる 。

. 　 出産休学および育児休学の対象期間は， 出産予定の６ 週間前から 当該育児対象の子が１ 歳に

到達する 日までの間で， 当該年度の半期単位の枠で取得する こ と ができ る。

2． . 上記の休学期間は， 授業料， 教育充実費等の学納金は免除さ れる。 但し ， 学生証の発行等.

学事関連諸経費は実費徴収と する 。

3． . その他の事項については， 大学院学則による 。
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16　 大学院生の学会発表， 展覧会開催

2024 年度　 東京家政大学　 大学院生 学会発表、 展覧会等開催

氏名 発表年 発表題目（ 筆頭発表者） 学会名、 学会誌名

人間生活学専攻

在原菜々花 2024 .5

M od i fy i n g . B i l a ter a l . R h y th m i c . O p er an t.

Beh av i or s. th r ou g h . U n i l a ter a l . Cer eb el l ar.

Stim u lation:Behav ioral-Neural . I n teg r ation . in.

Rehabilitation.

A ssociation. for . Behavior .

A naly si sI n ter n ati on al.

50 th.A nnual.Convention

高畑　 祐子 2024 .6
児童養護施設で生活する 子ども と 親への家族支

援―実践主体である 職員の視点から ―

日本子ども 家庭福祉学会

第25回全国大会

平澤　 芳恵 2024 .8
女子大学生における 月経周期と 栄養摂取状況の

関連

第11回日本時間栄養学会

学術大会

矢田部哲也 2024 .8
病棟の組織風土と 看護師の労働価値観がメ ン タ

ルヘルスに与える影響

日本スト レスマネジメ ント

学会第22回学術大会

在原菜々花 2024 .9

リ ズミ ッ ク 脳刺激によ るオペラ ン ト 行動の改善

効果－神経行動分析学と 行動リ ハビ リ テーショ

ンの融合研究.

日本行動分析学会第42回

年次大会

内藤美佳子 2024 .9
相撲ク ラ ブと サッ カ ーク ラ ブに所属する 児童の

身体機能と 食生活と の関連

日本スポーツ栄養学会

第10回大会

在原菜々花 2024 .11
交流電気刺激によ る リ ズミ ッ ク 運動に関する

ネッ ト ワーク 活動の変化.
第58回日本作業療法学会

佐藤　 彰紘 2024 .11
I nf luence. of. d if ferent. prone. positions. on. body.

pressure,v ital. capacity ,. and. tidal. volume.

th e. 8 th . A si a . Paci f i c.

Occupational . T herapy .

Congress. 2024

矢田部哲也 2024 .11
病棟で働く 看護師の労働価値観と メ ン タ ルヘル

スと の関連

日本健康心理学会第37回

大会

児童学児童教育学専攻

田代　 　 梓 2024 .5

劇と は一線を 画し た「 遊びと し ての劇あそび」

を目指し て

－劇あそび「 三びき のこ ぶた」 の取り 組みを 省

察する－

日本保育学会第77回大会

能勢　 春美 2024 .10
医療的ケア児等コ ーディ ネータ ーの役割に関す

る文献検討

第６ 回日本伝統医療看護

連携学会学術大会

田上　 愛菜 2025 .2
中高生における 居場所感の心理的構造と . Self-

esteem .に及ぼす居場所感の構造分析

日本子ども 支援学会

2024年度大会

健康栄養学専攻

細川　 　 恵 2024 .4

T he. changes. in. free. and. peptide. form . of. am ino.

acid . con cen tr at ion . i n . p lasm a . of . N A F L D.

prevention. rat. by. oral. adm inistration. of. brow n.

r ice.

A mer ican. Oil. Chem ists’.

Society . (A OCS). 2024
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大野　 真美 2024 .5 魚種の違いによ る魚肉ソ ーセージの調製 日本家政学会第76回大会

細川　 　 恵 2024 .5
福島県沖ア ナゴ の皮と 筋肉から のA CE 阻害活

性ペプチド の探索.

日本食生活学会第68回

大会

細川　 　 恵 2024 .5

玄米投与によ っ て NA FLD 抑制がみら れたラ ッ

ト 血中の遊離およびペプチド 型アミ ノ 酸濃度の

変化.

第 78 回日本栄養・ 食糧

学会大会

大野　 真美 2024 .9 卵殻粉入り 魚肉ソ ーセージにおける魚種の影響
日本調理科学会 2024 年

度大会

細川　 　 恵 2024 .11
コ ーヒ ーかす中に含まれるペプチド の抽出と ショ

ウガプロテアーゼが及ぼすその抽出への影響.

日本食生活学会第69回

大会

細川　 　 恵 2024 .11
ワサビ 苗の品種によ る タ ン パク 質と アミ ノ 酸の.

違い

日本香辛料研究会第 38

回学術講演会

深澤　 朋花 2025 .3 自己効力感が報酬関連する脳活動に及ぼす影響
日本リ ハビリ テーショ ン

連携科学学会

造形学専攻

金子　 真希 2024 .5 画像解析による 「 縫い目」 の視覚的特徴の評価 日本家政学会第76回大会

古山　 千夏 2024 .5
博物館における 文化財染織品の展示方法の調査

と 検討
日本家政学会第76回大会

金子　 真希 2024 .8 和裁基礎技術の評価の分析

日本家政学会被服衛生学

部会第42 回被服衛生学

セミ ナー

金子　 真希 2024 .11 「 なみ縫い」 の画像解析評価法の提案
日本衣服学会第75 回年

次大会

金子　 真希 2024 .11
M echanical. properties. of. hand-sew n. fabr ics. in.

Japanese. sew ing

International. Symposium.

on . F iber . Sci ence. and.

Technology.2024

増渕　 　 響 2024 .11

Pr ep a r a t i on . o f . K n i t t ed . F a b r i cs . U si n g .

N an ocel l u l ose-Pr ocessed . Y ar n s. an d . I t s.

Deodorizing .Performance

International. Symposium.

on . F iber . Sci ence. and.

Technology.2024

古山　 千夏 2025 .2
博物館における 染織文化財の展示方法の調査と

検討

日本家政学会関東支部家

政学関連卒業論文・ 修士

論文発表会

増渕　 　 響 2025 .2
ナノ セルロ ース加工糸を 用いた布の物性と 機能

化に関する研究

日本家政学会関東支部家

政学関連卒業論文・ 修士

論文発表会

臨床心理学専攻

深谷　 行弘 2024 .11

SE のう つ病予防のための認知行動カ ウンセリ ン

グ（ 自主シン ポジウム） － SE のメ ン タ ルヘル

スに関する認知行動モデルの再構築－

日本キャ リ ア・ カ ウン セ

リ ング学会第29回大会
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小笠原涼香 2024 .11
認知的方略の違いが認知的評価およ びスト レ ス

対処方略の採用に及ぼす影響について

日本健康心理学会第37回

大会

造形学専攻（ 展覧会等）

氏名 開催年月日 タ イ ト ル、 テーマ、 ギャ ラ リ ー名（ 場所）

齋藤　 里奈

2024年4月25日～ 28日 公募展　 第47回女流工芸展in 埼玉　

2024年5月16日～ 19日
公募展　 第38回四日市萬古陶磁器コ ン ペ 2024「 祝い

のう つわ」　

2024年5月29日～ 6月10日 公募展.第80回記念現展

2024年10月26日～ 27日
展 示 会 発 表　 2024 年 度 造 形 OG 展！（ ZOK EI . OG）

Vol.2

2024年12月5日～ 9日 個展　「 流れゆく 」　 Route.Gallery（ 東京・ 上野）

和賀井玲奈

2024年9月4日～ 30日
展示　 サニーサイ ド ラ ボ. ミ ニ展示　 サニーサイ ド ラ

ボ（ 東京都清瀬市）

2024年10月10日～ 16日
学内個展　 おも いだすう まれかわる　 ナナイ チギャ

ラ リ ー（ 東京家政大学.7号館）

2024年11月27日～ 12月2日
個展　 な がれを き り と る　 GA LLERY 2511（ 東京・

西神田）

2024年11月30日～ 12月22日
公募　 第49回全国大学版画展　 サント ミ ュ ーゼ

（ 上田市立美術館 企画展示室）

本橋　 真理 2024年12月10日～ 15日
個展　 生き る　 つなぐ 　 Popular ity . gallery .& . studio

（ 東京・ 渋谷区神宮前）



― 40 ―

Ｂ ． 令和７ （ 2025） 年度教育課程表
　 　 各専攻の授業科目， 単位数

１ 　 修士課程

（ 1） 児童学児童教育学専攻

区分 授　 業　 科　 目
単
位
数

必
選
別

免許・ 資格 備　 考

保
育
学
分
野

保 育 学 特 論 2 選 幼専

保 育 学 演 習 2 選 幼専

保 育 史 特 論 2 選 幼専

保 育 心 理 学 特 論 2 選 幼専

児 童 文 化 特 論 2 選 幼・ 小専

児 童 文 化 演 習 2 選 幼・ 小専

保
育
実
践
学
分
野

保 育 実 践 演 習 2 選 幼専

障 が い 児 保 育 特 論 2 選 幼専

保 育 マ ネ ジ メ ン ト 特 論 2 選 幼専

保 育 内 容 実 践 研 究（ 環 境 ） 2 選 幼専

保育内容実践研究（ こ と ば） 2 選 幼専

保 育 内 容 実 践 研 究（ 表 現 ） 2 選 幼専

保 育 内 容 実 践 研 究（ 健 康 ） 2 選 幼専

保育内容実践研究（ 人間関係） 2 選 幼専

育
児
支
援
学
分
野

育 児 支 援 学 特 論 2 選

育 児 支 援 学 演 習 2 選

児 童 福 祉 学 特 論 2 選

児 童 福 祉 学 演 習 2 選

保 育 カ ウ ン セ リ ン グ 特 論 2 選 幼専

保 育 相 談 演 習 2 選 幼専

家 族 関 係 学 特 論 2 選

子
ど
も
臨
床
学
分
野

子 ど も 臨 床 学 特 論 2 選 幼専

子 ど も 臨 床 学 演 習 2 選 幼専

小 児 健 康 保 健 学 特 論 2 選 幼・ 小専

小 児 健 康 保 健 学 演 習 2 選 幼・ 小専

発 達 心 理 学 特 論 2 選 幼専

子 ど も 芸 術 療 法 特 論 2 選 幼専

子 ど も 芸 術 療 法 演 習 2 選 幼専
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区分 授　 業　 科　 目
単
位
数

必
選
別

免許・ 資格 備　 考

教
育
実
践
学
分
野

教 育 実 践 演 習（ 国 語 ） 2 選 小専

教 育 実 践 演 習（ 算 数 ） 2 選 小専

教 育 実 践 演 習（ 社 会 ） 2 選 小専

教 育 実 践 演 習（ 理 科 ） 2 選 小専

教 育 実 践 演 習（ 音 楽 ） 2 選 小専

教 育 実 践 演 習（ 図 画 工 作 ） 2 選 小専

教 育 実 践 演 習（ 家 庭 ） 2 選 小専

学
校
教
育
学
分
野

教 育 学 特 論 2 選 幼・ 小専

教 育 心 理 学 特 論 2 選 幼・ 小専

学 級 経 営 特 論 2 選 幼・ 小専

道 徳 教 育 演 習 2 選 幼・ 小専

特 別 支 援 教 育 演 習 2 選 幼・ 小専

情 報 処 理 演 習 Ⅰ 2 選 幼・ 小専

情 報 処 理 演 習 Ⅱ 2 選 幼・ 小専

研
究
指
導

特 別 研 究 10 必

※教職課程については、 免許種別に、 免許・ 資格欄に記載し た授業科目から 24 単位以上を 履修する 。

※授業は、 多様なメ ディ アを 利用し 、 同時双方向又はオンデマンド によ り 教室等以外の場所で行う こ と ができ る。

※研究指導については、 専攻・ 教員により 受入れが認めら れれば、 本学短期大学部在籍教員及び大学院客員教授による 副

指導を 受けるこ と ができ る。 なお、 短大教員、 大学院客員教授によ る副指導を 希望する場合は、 必ず、 希望教員の研究

室訪問によ り 受入の了承を 得るこ と 。
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（ 2） 健康栄養学専攻

区分 授　 業　 科　 目
単
位
数

必
選
別

免許・ 資格 備　 考

フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
分
野

食 品 学 特 論 2 選 中・ 高専

食 品 学 演 習 2 選 中・ 高専

食 品 機 能 学 特 論 2 選 中・ 高専

食 品 機 能 学 演 習 2 選 中・ 高専

Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ 特 論 2 選 中・ 高専

Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ 演 習 2 選 中・ 高専

食 安 全 学 特 論 2 選 中・ 高専

食 安 全 学 演 習 2 選 中・ 高専

食 品 産 業 特 論 2 選 中・ 高専

食 品 産 業 演 習 2 選 中・ 高専

食 品 開 発 学 特 論 2 選

食 品 評 価 特 論 2 選 中・ 高専

調 理 科 学 特 論 2 選 中・ 高専

調 理 科 学 演 習 2 選 中・ 高専

官 能 評 価 特 論 2 選 中・ 高専

分 子 栄 養 学 特 論 2 選 中・ 高専

分 子 栄 養 学 演 習 2 選 中・ 高専

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野

遺 伝 子 診 断 特 論 2 選 中・ 高専

遺 伝 子 診 断 演 習 2 選 中・ 高専

統 合 生 理 学 特 論 2 選 中・ 高専

統 合 生 理 学 演 習 2 選 中・ 高専

生 化 学 特 論 2 選 中・ 高専

生 化 学 演 習 2 選 中・ 高専

食 環 境 特 論 2 選 中・ 高専

食 環 境 演 習 2 選 中・ 高専

機 器 分 析 化 学 特 論 2 選 中・ 高専

機 器 分 析 化 学 演 習 2 選 中・ 高専

臨 床 栄 養 学 特 論 2 選 中・ 高専

臨 床 栄 養 学 演 習 2 選 中・ 高専

病 態 栄 養 学 特 論 2 選 中・ 高専

病 態 栄 養 学 演 習 2 選 中・ 高専
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区分 授　 業　 科　 目
単
位
数

必
選
別

免許・ 資格 備　 考

ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
分
野

臨 床 栄 養 学 栄 養 療 法 特 論 2 選 中・ 高専

臨 床 栄 養 学 栄 養 療 法 演 習 2 選 中・ 高専

ス ポ ー ツ 栄 養 学 特 論 2 選

Ｎ Ｓ Ｔ 特 論 2 選 中・ 高専

公 衆 衛 生 学 特 論 2 選 中・ 高専

公 衆 衛 生 学 演 習 2 選 中・ 高専

公 衆 栄 養 学 特 論 2 選 中・ 高専

公 衆 栄 養 学 演 習 2 選 中・ 高専

給食経営学マ ネジ メ ン ト 特論 2 選 中・ 高専

給食経営学マ ネジ メ ン ト 演習 2 選 中・ 高専

基 礎 疫 学 2 選 中・ 高専

ロ コ モ ・ フ レ イ ル 特 論 2 選

ロ コ モ ・ フ レ イ ル 演 習 2 選

ニュ ーロ リ ハビ リ テーショ ン 特論 2 選

リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 関連特論 2 選

研
究
指
導

特 別 研 究 10 必

※教職課程については、 免許種別に、 免許・ 資格欄に記載し た授業科目から 24 単位以上を 履修する 。

※授業は、 多様なメ ディ アを 利用し 、 同時双方向又はオンデマンド によ り 教室等以外の場所で行う こ と ができ る。

※研究指導については、 専攻・ 教員により 受入れが認めら れれば、 本学短期大学部在籍教員及び大学院客員教授による 副

指導を 受けるこ と ができ る。 なお、 短大教員、 大学院客員教授によ る副指導を 希望する場合は、 必ず、 希望教員の研究

室訪問によ り 受入の了承を 得るこ と 。
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（ 3） 造形学専攻

区分 授　 業　 科　 目
単
位
数

必
選
別

免許・ 資格 備　 考

服
飾
美
術
分
野

被
服
科
学

被 服 材 料 学 特 論 2 選 中・ 高専（ 家庭） 衣管士専（ 材料）

被 服 材 料 学 演 習 2 選 中・ 高専（ 家庭） 衣管士専（ 材料）

被 服 管 理 学 特 論 2 選 中・ 高専（ 家庭）
衣管士専

（ 加工・ 整理）

被 服 管 理 学 演 習 2 選 中・ 高専（ 家庭）
衣管士専

（ 加工・ 整理）

繊 維 加 工 学 特 論 2 選 中・ 高専（ 家庭）
衣管士専

（ 加工・ 整理）

繊 維 加 工 学 演 習 2 選 中・ 高専（ 家庭）
衣管士専

（ 加工・ 整理）

被 服 科 学 実 験 1 選 中・ 高専（ 家庭） 衣管士専（ 材料）

服
飾
造
形
学

被 服 構 成 学 特 論 2 選 中・ 高専（ 家庭）
衣管士専

（ 企画・ 設計・ 生産）

被 服 構 成 学 演 習 2 選 中・ 高専（ 家庭）
衣管士専

（ 企画・ 設計・ 生産）

被 服 構 成 学 実 験 1 選 中・ 高専（ 家庭）
衣管士専

（ 企画・ 設計・ 生産）

ア パ レ ル 設 計 学 特 論 2 選 中・ 高専（ 家庭）
衣管士専

（ 企画・ 設計・ 生産）

ア パ レ ル 設 計 学 演 習 2 選 中・ 高専（ 家庭）
衣管士専

（ 企画・ 設計・ 生産）

和 服 造 形 学 特 論 2 選 中・ 高専（ 家庭）

和 服 造 形 学 演 習 2 選 中・ 高専（ 家庭）

服 飾 工 芸 演 習 2 選 中・ 高専（ 家庭）

服
飾
デ
ザ
イ
ン
学

服 飾 文 化 史 特 論 2 選 中・ 高専（ 家庭）

服 飾 文 化 史 演 習 Ⅰ 2 選 中・ 高専（ 家庭）

服 飾 文 化 史 演 習 Ⅱ 2 選 中・ 高専（ 家庭）

染 織 史 特 論 2 選 中・ 高専（ 家庭）

服 飾 デ ザ イ ン 特 論 2 選 中・ 高専（ 家庭）

服 飾 デ ザ イ ン 演 習 2 選 中・ 高専（ 家庭）

色 彩 表 現 論 2 選 中・ 高専（ 家庭）

服飾デザイ ン 表現演習 2 選 中・ 高専（ 家庭）

造
形
表
現
分
野

メ
デ
ィ
ア
表
現

デジタ ルデザイ ン 特論 2 選 中・ 高専（ 美術）

デジタ ルデザイ ン 演習Ⅰ 2 選 中・ 高専（ 美術）

デジタ ルデザイ ン 演習Ⅱ 4 選 中・ 高専（ 美術）

映像メ ディ アアート 特論 2 選 中・ 高専（ 美術）

映像メ ディ アアート 演習Ⅰ 2 選 中・ 高専（ 美術）

映像メ ディ アアート 演習Ⅱ 4 選 中・ 高専（ 美術）

表
現
と
社
会

育ち のための表現特論 2 選 中・ 高専（ 美術）

育ち のための表現演習Ⅰ 2 選 中・ 高専（ 美術）

育ち のための表現演習Ⅱ 4 選 中・ 高専（ 美術）
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区分 授　 業　 科　 目
単
位
数

必
選
別

免許・ 資格 備　 考

造
形
表
現
分
野

美
術
史

美 術 史 特 論 2 選 中・ 高専（ 美術）

美 術 史 演 習 Ⅰ 2 選 中・ 高専（ 美術）

美 術 史 演 習 Ⅱ 4 選 中・ 高専（ 美術）

工
芸

陶 芸 特 論 2 選 中専（ 美術）

陶 芸 演 習 Ⅰ 2 選 中専（ 美術）

陶 芸 演 習 Ⅱ 4 選 中専（ 美術）

金工・ ジュ エリ ー特論 2 選 中専（ 美術）

金工・ ジュ エ リ ー演習Ⅰ 2 選 中専（ 美術）

金工・ ジュ エ リ ー演習Ⅱ 4 選 中専（ 美術）

染 色 造 形 特 論 2 選 中専（ 美術）

染 色 造 形 演 習 Ⅰ 2 選 中専（ 美術）

染 色 造 形 演 習 Ⅱ 4 選 中専（ 美術）

織 物 特 論 2 選 中専（ 美術）

織 物 演 習 Ⅰ 2 選 中専（ 美術）

織 物 演 習 Ⅱ 4 選 中専（ 美術）

平
面
表
現

絵 画 特 論 2 選 中・ 高専（ 美術）

絵 画 演 習 Ⅰ 2 選 中・ 高専（ 美術）

絵 画 演 習 Ⅱ 4 選 中・ 高専（ 美術）

グラ フ ィ ッ ク デザイ ン 特論 2 選 中・ 高専（ 美術）

グラ フ ィ ッ ク デザイ ン演習Ⅰ 2 選 中・ 高専（ 美術）

グラ フ ィ ッ ク デザイ ン演習Ⅱ 4 選 中・ 高専（ 美術）

空
間
表
現

住 環 境 特 論 2 選 中・ 高専（ 家庭）

住 環 境 演 習 Ⅰ 2 選 中・ 高専（ 家庭）

住 環 境 演 習 Ⅱ 4 選 中・ 高専（ 家庭）

イ ン テ リ アデザイ ン 特論 2 選 中・ 高専（ 家庭）

イ ン テリ アデザイ ン 演習Ⅰ 2 選 中・ 高専（ 家庭）

イ ン テリ アデザイ ン 演習Ⅱ 4 選 中・ 高専（ 家庭）

研
究
指
導

特 別 研 究・ 制 作 10 必

※衣料管理士専修については、 免許・ 資格欄に記載し た授業科目のう ち 、「 材料」「 加工・ 整理」「 企画・ 設計・ 生産」 の

2 領域以上から 8 単位以上を 履修する。

※教職課程については、 免許種別に、 免許・ 資格欄に記載し た授業科目から 24 単位以上を 履修する 。

※授業は、 多様なメ ディ アを 利用し 、 同時双方向又はオンデマンド によ り 教室等以外の場所で行う こ と ができ る。

※研究指導については、 専攻・ 教員により 受入れが認めら れれば、 本学短期大学部在籍教員及び大学院客員教授による 副

指導を 受けるこ と ができ る。 なお、 短大教員、 大学院客員教授によ る副指導を 希望する場合は、 必ず、 希望教員の研究

室訪問によ り 受入の了承を 得るこ と 。
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（ 4） 英語・ 英語教育研究専攻

区分 授　 業　 科　 目
単
位
数

必
選
別

免許・ 資格 備　 考

英
語
教
育
分
野

小 学 校 英 語 教 育 特 論 4 選 中・ 高専

英 語 教 育 実 践 特 論 Ⅰ 4 選 中・ 高専

英 語 教 育 実 践 特 論 Ⅱ 4 選 中・ 高専

第 二 言 語 習 得 研 究 Ⅰ 4 選 中・ 高専

第 二 言 語 習 得 研 究 Ⅱ 4 選 中・ 高専

英 語 技 能 指 導 法 演 習 4 選 中・ 高専

国 際 英 語 技 能 指 導 法 研 究 4 選 中・ 高専

英 語 教 育 課 程 特 論 4 選 中・ 高専

英 語 教 育 評 価 特 論 4 選 中・ 高専

英 語 教 育 リ サ ー チ メ ソ ッ ド 4 選 中・ 高専

メ デ ィ ア 教 育 研 究 4 選 中・ 高専

英
語
・
英
語
文
学
分
野

英 語 学 特 論 4 選 中・ 高専

英 語 学 研 究 4 選 中・ 高専

英 文 学 特 論 4 選 中・ 高専

米 文 学 特 論 4 選 中・ 高専

英 文 学 研 究 4 選 中・ 高専

米 文 学 研 究 4 選 中・ 高専

英 米 文 化 研 究 4 選 中・ 高専

歴 史 言 語 学 特 論 4 選 中・ 高専

異文化コ ミ ュ ニケーショ ン 研究 4 選 中・ 高専

共
通
分
野

英 語 論 文 技 法 演 習 4 選 中・ 高専

研
究
指
導

特 別 研 究 4 必

※教職課程については、 免許種別に、 免許・ 資格欄に記載し た授業科目から 24 単位以上を 履修する 。

※授業は、 多様なメ ディ アを 利用し 、 同時双方向又はオンデマンド によ り 教室等以外の場所で行う こ と ができ る。

※「 英語論文技法演習」 の担当教員は年度により 交替制と なるこ と がある。

※「 英語教育実践特論Ⅰ・ Ⅱ」、「 第二言語習得研究Ⅰ・ Ⅱ」 は隔年開講。

※研究指導については、 専攻・ 教員により 受入れが認めら れれば、 本学短期大学部在籍教員及び大学院客員教授による 副

指導を 受けるこ と ができ る。 なお、 短大教員、 大学院客員教授によ る副指導を 希望する場合は、 必ず、 希望教員の研究

室訪問によ り 受入の了承を 得るこ と 。
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（ 5） 臨床心理学専攻

区分 授　 業　 科　 目
単
位
数

必選別， 免許・ 資格

備　 考臨床心理士
必選別

公認心理師

必選別及び

科目分野
教免

臨
床
心
理
学
基
礎
分
野

臨 床 心 理 学 特 論 4 必 高専

臨 床 心 理 学 面 接 特 論 Ⅰ
（ 心 理 支 援 に 関 す る 理 論 と 実 践 ）

2 必 選⑦ 高専

臨 床 心 理 学 面 接 特 論 Ⅱ 2 必 高専

臨 床 心 理 査 定 演 習 Ⅰ
（ 心理的アセスメ ント に関する理論と 実践）

2 必 選⑥ 高専

臨 床 心 理 査 定 演 習 Ⅱ 2 必 高専

臨 床 心 理 基 礎 実 習 （ 2） 必 高専

臨 床 心 理 実 習 Ⅰ
（ 心 理 実 践 実 習 ）

（ 1） 必 必⑩ 高専

臨 床 心 理 実 習 Ⅱ
（ 多様な形式のスーパービ ジョ ンを含む）

（ 1） 必 高専

臨
床
心
理
学
専
門
分
野

臨 床 心 理 統 計 法 特 論 4
選

（ A 群科目）
高専

臨 床 心 理 学 研 究 法 特 論 2 選
（ A 群科目）

高専

人 格 心 理 学 特 論 2
選

（ B 群科目）
高専

認 知 心 理 学 特 論 2
選

（ B 群科目）
高専

社 会 病 理 学 特 論
（ 司法・ 犯罪分野に関する 理論と 支援の展開）

2 選
（ C 群科目）

選④ 高専

家 族 心 理 学 特 論
（ 家族関係・ 集団・ 地域社会における 心理支援に関する 理論と 実践）

2 選
（ C 群科目）

選⑧ 高専

精 神 医 学 特 論
（ 保健医療分野に 関する 理論と 支援の展開）

2
選

（ D 群科目）
必① 高専

心 身 医 学 特 論
（ 保健医療分野に 関する 理論と 支援の展開）

2 選
（ D 群科目）

必① 高専

障 が い 児・ 者 心 理 学 特 論
（ 福祉分野に関する 理論と 支援の展開）

2 選
（ D 群科目）

選② 高専

グ ルー プ・ ア プ ロ ーチ 特論 2
選

（ E 群科目）
高専

学 校 臨 床 心 理 学 特 論
（ 教育分野に関する 理論と 支援の展開）

2 選③ 高専

発 達 臨 床 心 理 学 特 論 2 選
（ E 群科目）

高専

産 業 心 理 学 特 論
（ 産業・ 労働分野に関する 理論と 支援の展開）

2 選⑤ 高専

生徒指導・ 教育相談・ キャ リ ア教育
（ 心の健康教育に 関す る 理論と 実践）

2 選⑨ 高専

研
究
指
導

特 別 研 究 4 必

※臨床心理学専門分野では、 必修 8 科目の他、 Ａ 群科目から Ｅ 群科目の 5 群それぞれ 1 科目 2 単位以上を 必ず履修する 。

※公認心理師については、 ①～⑩の科目分野に含まれる科目を 少なく と も 1 科目ずつ履修し ていれば、 受験資格が得ら れ

る。（ ①はいずれか 1 科目必修）

※教職課程については、 免許種別に、 教免欄に記載し た授業科目から 24 単位以上を履修する。

※授業は、 多様なメ ディ アを 利用し 、 同時双方向又はオンデマンド によ り 教室等以外の場所で行う こ と ができ る。

※研究指導については、 専攻・ 教員により 受入れが認めら れれば、 本学短期大学部在籍教員及び大学院客員教授による 副

指導を 受けるこ と ができ る。 なお、 短大教員、 大学院客員教授によ る副指導を 希望する場合は、 必ず、 希望教員の研究

室訪問によ り 受入の了承を 得るこ と 。
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（ 6） 教育福祉学専攻

区分 授　 業　 科　 目
単
位
数

必
選
別

免許・ 資格 備　 考

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
分
野

生 涯 学 習 学 特 論 2 選 高専

生 涯 学 習 学 演 習 2 選 高専

社 会 教 育 学 特 論 2 選 高専

人 間 教 育 学 特 論 2 選 高専

教 育 福 祉 学 特 論 2 選 高専

学 校 カ ウ ン セ リ ン グ 演 習 2 選 高専

障 が い 者 教 育 特 論 2 選 高専

社
会
福
祉
学
分
野

社 会 福 祉 学 特 論 Ⅰ 4 選 高専

社 会 福 祉 学 特 論 Ⅱ 2 選 高専

社 会 福 祉 学 特 論 Ⅲ 2 選 高専

精 神 保 健 福 祉 特 論 4 選 高専

ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 特 論 2 選 高専

現 代 家 族 法 特 論 2 選 高専

心
理
学
分
野

発 達 心 理 学 特 論 4 選 高専

臨 床 心 理 学 特 論 2 選 高専

心 理 学 特 論 2 選 高専

教 育 評 価 ・ 測 定 法 2 選 高専

検 査 法 演 習 2 選 高専

高 齢 者 心 理 学 特 論 2 選 高専

研
究
法
分
野

社 会 調 査 法 Ⅰ 2 選 高専

社 会 調 査 法 Ⅱ 2 選 高専

心 理 学 研 究 法 Ⅰ 2 選 高専

心 理 学 研 究 法 Ⅱ 2 選 高専

研
究
指
導

特 別 研 究 10 必

※教職課程については、 免許種別に、 免許・ 資格欄に記載し た授業科目から 24 単位以上を 履修する 。

※授業は、 多様なメ ディ アを 利用し 、 同時双方向又はオンデマンド によ り 教室等以外の場所で行う こ と ができ る。

※研究指導については、 専攻・ 教員により 受入れが認めら れれば、 本学短期大学部在籍教員及び大学院客員教授による 副

指導を 受けるこ と ができ る。 なお、 短大教員、 大学院客員教授によ る副指導を 希望する場合は、 必ず、 希望教員の研究

室訪問によ り 受入の了承を 得るこ と 。
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２ 　 博士課程

（ 1） 人間生活学専攻

区分 授　 業　 科　 目
単
位
数

必
選
別

備　 考

心
理
臨
床
学
分
野

発 達 臨 床 心 理 学 特 論 2 選

臨 床 心 理 学 特 論 2 選

カ ウ ン セ リ ン グ 特 論 2 選

心 理 療 法 特 論 2 選

統 計 解 析 特 論 2 選

睡 眠 行 動 科 学 特 論 2 選

人
間
発
達
学
分
野

発 達 教 育 心 理 学 特 論 2 選

発 達 保 健 学 特 論 2 選

発 達 栄 養 学 特 論 2 選

人 類 遺 伝 学 特 論 2 選

保 育 学 特 論 2 選

育 児 支 援 学 特 論 2 選

臨 床 保 育 学 特 論 2 選

児 童 教 育 学 特 論 2 選

生
活
環
境
学
分
野

衣 生 活 環 境 学 特 論 2 選

衣 生 活 文 化 特 論 2 選

生 命 情 報 学 特 論 2 選

住 生 活 環 境 学 特 論 2 選

生 物 環 境 学 特 論 2 選

児 童 文 化 環 境 学 特 論 2 選

児 童 環 境 学 特 論 2 選

生
活
材
料
学
分
野

衣 生 活 材 料 学 特 論 2 選

食 品 材 料 評 価 学 特 論 2 選

食 品 材 料 利 用 学 特 論 2 選

機 能 性 食 品 素 材 開 発 学 特 論 2 選

分 子 生 物 学 特 論 2 選

生 体 材 料 学 特 論 2 選

酵 素 学 特 論 2 選

食 品 材 料 工 学 特 論 2 選

食 品 材 料 プ ロ セ ス 特 論 2 選

機 能 性 食 品 学 特 論 2 選
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区分 授　 業　 科　 目
単
位
数

必
選
別

備　 考

生
活
管
理
学
分
野

被 服 管 理 学 特 論 2 選

臨 床 栄 養 管 理 学 特 論 2 選

代 謝 栄 養 管 理 学 特 論 2 選

健 康 管 理 学 特 論 2 選

食 品 管 理 学 特 論 2 選

生 活 情 報 処 理 特 論 2 選

病 態 代 謝 管 理 学 特 論 2 選

ロ コ モ ・ フ レ イ ル 特 論 2 選

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 学 特 論 2 選

地 域 健 康 特 論 2 選

医 工 学 健 康 増 進 特 論 2 選

研
究
指
導

特 別 研 究 必

※授業は、 多様なメ ディ アを 利用し 、 同時双方向又はオンデマンド によ り 教室等以外の場所で行う こ と ができ る。

※研究指導については、 専攻・ 教員により 受入れが認めら れれば、 本学短期大学部在籍教員及び大学院客員教授による 副

指導を 受けるこ と ができ る。 なお、 短大教員、 大学院客員教授によ る副指導を 希望する場合は、 必ず、 希望教員の研究

室訪問によ り 受入の了承を 得るこ と 。

３ 　 大学院共通科目（ 修士課程・ 博士課程）

区分 授　 業　 科　 目
単
位
数

必
選
別

備考

共
通
分
野

論 文 作 成 の た め の 統 計 解 析 入 門 2 選

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 論 2 選

ア カ デ ミ ッ ク ・ ラ イ テ ィ ン グ 2 選

※授業は、 多様なメ ディ アを 利用し 、 同時双方向又はオンデマンド によ り 教室等以外の場所で行う こ と ができ る。
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大学1 6 号館２Ｆ

EV

第
１
院
生

研
究
室

第
２
院
生

研
究
室

第
３
院
生

研
究
室

第
４
院
生

研
究
室

第
５
院
生

研
究
室

第6 院生
研究室

1 6 2 A
大学院
講義室

研究科長室

客員教授控室

1 6 2 A
講義室

1 6 2 B
講義室

1 6 2 C
講義室

グローバル
教育センタ ー

1 6 2 B
大学院
講義室

1 6 2Ｃ
大学院
講義室

大学院
資料室

テニスコ ート

板橋門

大学1 7 号館

大学1 6 号館

大学院事務窓口は、 百周年記念館１ Ｆ 教育支援センタ ーにあり ます。

教育支援センタ ー学修支援課大学院

東京家政大学

板橋キャ ンパス配置図

大学院事務窓口
（ 百周年記念館１ 階）

Ⅲ． 東京家政大学板橋キャ ンパス配置図・ 大学院事務窓口



板橋キャンパスまでの最寄駅からの地図

ＪＲ埼京線 十条駅 利用がもっとも 便利です。　 所要時間…徒歩５ 分

●地下鉄都営三田線

　「 新板橋」 駅

　 A3 出口　 徒歩 12 分

●JR 埼京線

　「 十条」 駅

　 徒歩 5 分
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大宮
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町田
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高島平

赤羽板橋
キャンパス
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板橋キャンパスへのアクセス

■ 問合せ先

　 東京家政大学教育支援センタ ー学修支援課大学院

　 〒173-8602　 東京都板橋区加賀 1-18-1

　 電話　 03-3961-3473　 　 FAX　 03-3961-5260　

　 メールアドレス
　 　 　 　 daigakuin@ tokyo-kasei.ac.jp
　 ホームページアドレス
　 　 　 　 https://www.tokyo-kasei.ac.jp/academics/graduate/index.html

●JR 埼京線「 十条駅」 下車 徒歩５ 分

●地下鉄都営三田線「 新板橋駅」 下車 徒歩 12 分

●JR 京浜東北線「 東十条駅」 下車 徒歩 15 分

●JR「 王子駅」 よ り 国際興業バス「 板橋駅」 行にて約７ 分、

　 バス停「 区境」 下車 徒歩１ 分

至池袋

至日本橋国道 17 号

歩道橋
都営三田線
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Ａ 3 出口
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ホームページはこちらからも

ご覧いただけます。
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